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　Abstract : It was found that over 500 species grew ｗi】ｄon the Kochi University campus

in Nankoku City. These plants were 60 families, 218 genera, 322 species, one subspecies, 36

varieties, and nine forms in Dicotyledoneae ；15 families, 92 genera, 138 species, two subspe-

cies, and 20 varieties in Monocotyledoneae ；two families, two genera, two species in Gym-

nospermae; and 10 families, 20 genera, 23 species, and one variety in Pteridophyta. In these

plants, new species in Kochi Prefecture were as f0110ｗS:ﾉ1庇雨s仙”1朗ぼａ Pampan.,Ｔａｍｘ-

　　　　　　　ゝ　　　　　　　　　　　　　　　￥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
acum albidur?z Dahlst. forma sulfureum ( H. Koiz,) Kitam.,Υ'araxacum ceratolepis Kitam.,

　　■　.　　　l　；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，●
Planta即virginiじa Linn.,£inaria vul即ris Linn., Coriandrum sativum Linn.｡Agropyror

臨池iense ( Honda ) Ohwi var. tｓｕbｕｓｉｅｎｓｅOhwi, Ｍ,・�心charantia Linn.,ＭｅｎtＫａ　ｊｎｆｅｅｒitａ

Linn.,Ｍｅｎtｈａ　ｒｏtｗｒidifolia(L.) Huds., Pe八面血庇scens Britt･， Oenothera tetraptera Cav.,

Vic漏出ａ加γLinn.,Ｐｔｅｒiｓ ｖittａtａLinn.,召れTmus tectorum Linn., Omithひ即lum corymbosum Ruiz

et Pav., Scilla nonscripta Joffm. et Link, CI伽庇tematea Linn.,Ｃｒｏtｏｌａｒia，ｓｅｓｓiliffoｒａLinn.,

ＦＴａｇａｒic

Kochi Prefecture were as follows : Υaraxa心血臨面即turn D.C｡Cuscuは/j四はgone Engelm.。
　　　　　　　　　　　　　I　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　㎜
Amoや加角Mcosa Linn･, Vicia angust伽臨Linn. var. minor ( Bertol.) Ohwi. Vicia sativa

Linn., Silene即μica Linn., Silene即μica Linn, var･卵細伽一1八ｉｌｎｅｒａ（L.）Koclh:，励･･智咄z

αｎﾉ飢sis Linn., Valerianella olitoパa (L.) Poll｡召叱ねmeria nivea (£｡) Gaud., Acひrus calamus

Linn. var. angusは飢s Bess., PiれｅｌＵａtｅｍａtａ( Thunb.) Breitenb. forma Ｍ？外廓urea ( Makino

) Ohwi., Anthoxanthum osoratu。I Linり｡，£oliumり1,パdum Hausskn., Paspalum urvillei Stend｡

Phalaris canaパensis Linn.,日riza maxi。ta Linn.,Ａｓjjleniｕ。ヽｏｌｉｇｏ]>hUbi，Ａｉｍ,Baker.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　言

　南国市物部の高知大学農学部周辺は古くから稲の二期作地帯として知られ，東は物部川，南は高

知空港に隣接し，さらにその南約1kmで太平洋に面した，高知平野のほぼ中央に位置している。

　農学部の総敷地面積は35.9 haで，このうち，芝地約2.5ha及び雑木林約1 haの他,｡,附属農場

の水田4.5 ha,畑地0.7 ha.果樹園1.2 ha.牧草地8 ha. 及びそれらの通路沿いなどに植物が自

生し，或は栽植されている。雑木林の大部分は太平洋戦争当時比建造された丿白高知海軍航空隊の

地下壕のある所で，その上に建造物は建てられず，かと云って厚いコンクリートの壁を破壊するに

は多額の経費を必要とするために現在まで放置されていたため，アキニレを主とした雑木林及びハ

チク林を形成し，鳥など小動物の格好の棲息地となっている。
　●．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊ．　　　　１　　　　　１　　　　　１　１　１
　昭和26年高知大学創立当時より農学部構内には，ノウサギやイタチの他，ハツカネズミ，クマネ
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ズミ，ドブネズミなどのネズミ類，アオダイショウ,･｡シマヘビ，ヤマカガシ，シロマダラ，マムシ

（24年間で１頭見つけられている）などのへど類など９小動物か棲息している。またスズメ，ムク

ドリ，ホオジロ，メジロ，モズ，キセキレイ，ヒレン’ジャク,’ヒヨドリ，ウグイス，シロハラ，ア

カハラ，ツグミ，ジョウビタキ，ホトトギス，アオバズク。コサギ，ササゴイ，コジュケイなど多

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！･●・　　　　ｌくの野鳥が雑木林゛に飛来し，四季に渡り，いろいろの鳥の鳴,き声が聞かれる。 10年程前からはキジ

が雑木林で数年間自然繁殖し，時折ビニールハウス内な私人前に姿を現わしていた。

　校内に前述のような放置された雑木林や草地があるため，物部川の旧河川敷の水田地帯の中にあ

る大学敷地としては植物相が豊富である。また農学部は空港に隣接するためか帰化植物が多く，従

来より，アメリカフウロなどの帰化植物の高知県内への侵入経路のアつとされているほどである。

しかしながら現在まで，農学部構内の植物相に関しての詳しい調査は一度もなされていない。そこ

で地方的な植物相の変遷を知るためにも，できるだけ早い時点で校内に自生する植物を記録して置

くことが大切であると考え，本調査を行った。　’ダ　　‥‥‥‘I

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査方法－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1･ｲ　　　一一　調査は主として1980年より1982年の３年間，四季を通して農学部構内全域について行った。農学

部構内に自生する植物としては，その３年間の調査以外に，昭和38年以後標本に作製していた種。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，ｒ　　ｌ及び，フウランやシュンランなど，従来自然繁殖をしていたものの人の手により取り去られたり，

或は環境の変化により自然消滅してしまった種につ,い･でも。記録tこ止めておけば地域的な植物相の

変遷を知る際に参考になるものと考えて記載したこへく　っ犬

　尚，今回の調査では，校内に栽植されている樹木や√栽培中の園芸植物，或は実験用植物，及び，

藻類以下の下等植物などについては調査の対象外と｡しか。　･･．Ｊ　　。

　種の同定は，北村四郎他(1957, '61, '64)",北粕囃障:｡(1971レフ9)2)，倉田　悟(1979～'87)

3)，牧野富太郎(1961)4)，正宗厳敬(1974)=',光田=重幸社瞬)6)，日本の植物刊行会編(1969)7)，

沼田真也(1975)8)，大井次三郎(1978)9)，大井｡'中池(1978)1o)，長田武正(1972)11)，(1981)12)，

佐竹義輔他(1981／82)13)，田川基二(1959)14)，高祖秀男仙｡(1984)15),゛奥山春季(1977)16)，奥

山春季(1982～'84)17)，によったが，イネ科やシダ類:な,ど近似種が多く同定の難しい種については，

赤滓時之高知女子大学名誉敦授に同定していただいた。‘‾　‥‥‥,。

学名は主として在来種は大井次三郎(1978)9)，大井・申池(1978)lo);帰化植物は長田武正(1972)

11)，(1981)12)，及び佐竹義輛他(1981／82)13);戚々種は奥山春季(1977)16)によったj

　また，赤渾時之(1978)18)，大久保一治(1938)19じ｡及び山中二男(1978)2o)の高知県産植物に関

しての既報も参考にした。　　　　　　　　　　　／　　　白

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　11　ゝ　　　｡　同　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果及び考察。

　本調査の結果/高知大学農学部校内に自生する植物'と/し他面科, 332JS。485枇　３亜種，57変

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　4
-|

種，９品種が確認された。尚，この他に，ササ類ｉ　ヌ｡カボ類など未同定のものが４種ある。

　校内には年々新しい植物が目に止まる反面｡その二部はす･ぐ,に周囲の草に被われたり，冬の寒波

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●11
｡1　41 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

などにより消佩していくものがかなり認められた・観に昭和印年頃よ｡り，新しい植物が芝地或は畑

地に急に目立ち始めた。その多くは帰化植物であり，その侵入にJは，昭和49年に校内の農場に放牧

地ができたこと，その頃より急激に学生のマイカフ族が増えたことなどが，かなり関連性を持って

いるように思われた。その他にも校内への植物め侵入する方法はいろいろと考えられる。そこで侵

　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　゛｀･I●　　Lhttp:／/ｗww..　　｀　　　　・　　●
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入経路が比較的はっきりしている植物につき，校内に自生するに至ったと考えられる侵入経路を解

析した結果，次の16通りの様式に分けられた。

　　（１）建物の増築などの際の盛り土，或は芝布や畑地の造成の際の客土により，種子が土と共に

運ばれて来たと考えられるもの：　コウゾリナ，ヤマジノノギク，ムラサキッメクサ，ヘラオオノj

コ，ヒメスイバ，アレチマツヨイグサ，コマツヨイグサ，ヤブマオウ，シナダレスズメガヤ。・

　これらの種は客土前には校内で見られなかったもので，客±1年後にその造成地に出現したもの

である。即ち，シナダレスズメガヤは昭和53年３月の造成地でその翌年より，コマツヨイグサは昭

和S7年に道路工事用の余りの砂に，他の７種は昭和56年５月の造成地でその工事の翌年より出現し

ている。

　　（２）牧草の種子に混入してきたと思われるもの：　アメリカネナシカズラ，オオカラスノエン

ドウ，ウマゴヤシ，ノハラツメクサ，ハルガヤ,･　カラスムギ，イヌムギ，ウマノチヤヒキ，カモガ

ヤ，ホソムギ，タチスズメノヒエ，ハマヒエガエリ，ヒエガエリ。

　これらのものは昭和50年頃より目に付くようになったもので，牲にイヌムギ，ホソ,ムギ，タチス

ズメノヒエは現在校内全域の芝地に繁殖している。他種のものは放牧場周辺で見られるに過ぎない。

　　（３）自動車などによる人の移動に伴って種子が運ばれてきたと考えられるもの：　これには種

子の軽いタンポポ類やノボロギクなど微風によりその種子が車内などに侵入しやすいもの，或は，

ヤブジラミやオナモミ，イノコズチなどのようにその種子が人の衣服に付着しやすい種が多い。

　　　ａ）農学部は海岸線より約2kmの地点にあり，また物部川の河口附近は釣り，海岸散歩，サ

　　ーフィンなど多くの人々が自動車や自転車により海辺へ行き来するためか，ハマヒルガオ，ハ

　　マエンドウ，ハマダイコン，ハマゴウ，コマツヨイグサなどの海辺植物が大学の敷地に沿って

　　通っている県道13号線の道路沿いの草地などで見掛けられる。＼

　　　ｂ）演習林や山野への調査，実習に行った自動車や人により運ばれて来たと考えられるもの

　　：　ノアザミ，シコクアザミ，フジバカマ，カンサイタンポポ，オナモミ，ヌスビトハギ，ヒ

　　メハギ，イタチハギ，キッネノカミソリ，ササユリ，ヌルデ。

　　゛これらは林学科や農学科の建造物の出入口の通路横やそれらの学科近くの駐車場附近，或は

　　旧演習林の車庫附近に見られる。

　　　０農学部の学生の８割近くは高知県外出身者であ=り，四国以外に，九州，中国，近畿地方

　　出身の学生も多く，近年では東海地方出身者も増えて来ている。そして，それら学生の多くは

　　マイカーを持ち，帰郷の際にその自動車で往復するためか，駐車場附近，特に洗車場周辺など

　　で見られるもの：　ヤマザトタンポポ，ケンサキタンポポ，アカミタンポポ，セイヨウタン｡ガ

　　ポ，ブタナ，ノボロギク，ブタクサ，ツボミオオバコ，メハジキ，ホソバウンラン，マンテマ，

　　シロマンテマ。

　　　これらの種は昭和55年頃より出現してきたものが多く，おそらく自動車により運び込まれて

　　きたものであろうと推察している。尚,農学部学生の乗用車の登録台数は昭和57年度は121台で，

　　その後年々増加している。

　　　d,）農学部は飛行場に隣接するため／その乗客などにより侵入したと考えられているもの：

　　アメリカフウロ，セイタカアワダチソウ，アメリカセンダングサ。

　　　アメリカフウロは25年前より見られ，高知県での新産地とされている。セイタカアワダチソ

　　ウは20年程前に校内の西端の空港に隣接する草地に出現したが，その当時，高知県内の自生地

　。は少なく南国市内では国鉄後免駅近くの線路端に僅かに見られただけであった。農学部のもの

　　はおそらくそれらとは別に，飛行機により持ち込まれたものと考えている。

　　（４）鳥により運ばれて来たと考えられるもの：　クコ，サンゴジュ,ヽネズミモチ，イボタノキ，
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ヤブニッケイ，ヤッデ，ツタ，ツルウメモドキレマサキ，マユミ，ノブドウ，アケピ，ナワシログ

ミ，ハゼ，ノイバラ。

　これらのものは主として雑木林の林床及びその周辺｡或は竹林中で見られるもので，飛来した鳥

により伝搬してきたものであろう。オオヨモギはハチク林の中ほどで４個体自生していたが，そこ

は全く人の入らない所であり，おそらく北からの渡り鳥（シロハラ，アカハラ，ツグミなど卜によ

り運ばれて来たもめと考えられる。又，鳥の休み場となっている裏門の石柱横にクコの自生するも

のがあるが，これも鳥が種子を運搬して来たものと推察している。

　　（５）水田の用水路により上流から運ばれて来たと思われるもめ：，ミゾカクシ，セリ，ミズタ

ガラシ，タガラシ，キショウブ，ミゾソバ，ホテイアオイ，ヤマアイ，ショウブ，ジュズダマ，ク

サヨシ，クログワイ，ミズキンバイ，アメリカミズキ;ンバイ，ウスゲ，チョウジタデ，ミソハギ，

ヒメミソハギ，ホソバヒメミソハギ,。

　これらの種は用水路中，或は用水路沿いに自生するもので，おそらく上流より種子が流されて来

たものと考えられる。

　　（６）風により種子が飛来したもの：　キッネアザミ，ダンドボロギク，ヤクシソウなどの多く

のキク科植物，ススキなどのイネ科植物の一部の種，フウラン，シュンランなどのラン科植物，ノ

キシノブ｡イノモトソウなどのシダ植物。　　　　　｀　　　　＼

　これらの種子は落下速度が遅く，風により飛散し易｡く，特に冬の季節風により飛来してきたので

はないかと考えられる。

　　（７）栽培植物が逸出したのではないかと考えられるものに

　　　ａ）明らかに実験用植物が逸出したと思われるものご:　オオゴンタヌキマメ，チョウマメ，

　　ツクバネアサガオ，ハッカ類，アオジソ，カタメジソ，エイザンスミレ，マルバスミレ，シコ

　　クスミレ，ビオラ・トリカラー，トウガン，スイカ，マスクメロン,｡マクワウリ，ツルレイシ，

　　オクラ，ツルナ，アカザ，ニラ，シンテッポウユ,リ，シラン，ミョウガ，カミガモシダ，コモ

　　チシダ，モエジマシダ。

　　　これらの種の中で，オオゴンタヌキマメ，オプンダハヅカ，アメリカハッカ，アオジソ，カ

　　タメジソ，アカザ，シンテッポウユリはしだいに繁殖地が拡大し／完全に野生化している。シ

　　ンテッポウユリは逸出初期の昭和45年頃には，その両親であるテッポウユリ及びタカサゴユリ

　　の相方にそれぞれ近い形質のものから，それらの中間型のものまでいろいろと変異が見られた

　が，最近では純白の花で，葉数が少なく，葉幅の広いテッポウユリ型のものはモザイクウイル

　　ス病に弱いためか少なくなり’，花被の主脈に赤紫色の縞が入り，葉が線型で葉数の多いタカサ

　　ゴユリに近い形質のものが多くなった。　　　　;’|　　　　　　:.

　　　b）実験用植物の植え込み材料に附随して侵入したと考えられるもの：　タラノキ，ガラス

　　サンショウ，セントウソウ，マッザカシダ。

　　　Ｏ牧草が逸出したもの：　ネズミムギ，シマ･スズメノ犬ヒエ，オートムギ，パスパルム・ノ

　　タツム，モロコシ。

　　　これらの種は農場の牧草地に牧草として栽培され始めで３年程して急速に校内に広がり始

　　め，現在ではネズミムギ及びシマスズメノヒエは校内全域で繁殖している。モロコシは隣接す

　　る農家の畑より逸出したもめ。　　　　　　　　　　／

　　　ｄ）校内で栽培されていた園芸植物などが逸出したと考,えられるもの：　コスモス，キヌガ

　　サソウ，セイヨウノコギリソウ，ヒョウタン，ヘチマ，カクトラノオ，ビジョザクラ，センニ

　　チコウ，エゾヘビイチゴ，マルバルコウソウ，ルコウソウ，メキシコマンネングサ，ハナビシ

　　ソウ，ヒナゲシ，アブラナ，ハナダイコン，ミヤシグタイコン，ムシトリナデシコ，アメリカ
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ヤマゴボウ，ソバ，オーニソガラム・コリンポスム，シラー・ノンスクリプタ，コウライシバ，

コムギ，オオムギ，イネ，ソテツ，シュロ，センダン，ニワウルシ，ナンキンハゼ，クスノキ，

ハリエンジュ。

　これらの種のうち，一，二年草本のものは，２～３年で自然消滅してしまうものが多く見ら

れた。

　Ｏ隣接する職員宿舎で栽培していたものが逸出したと思われるもの：　シュンギク，フラ

ンスギク，オオキンケイギク，キバナコスモス，フレンチ・マリーゴールド，ヒマワリ，アマ

チャヅル，アカジソ，ツキミソウ，ホオズキ，ハナダイコン，フヨウ，ブラック一ベリー，カ

ジイチゴ，オシロイバナ，オオベニガシワ，カミヤスリ，ハマオモト，スイセン，ヒメヒオオ

ギスイセン，ハナニラ，アマドコロ，ハナカンナ，ジンジャー，セイヨウダンチク。

　これらのものは宿舎地帯との境いの草地及びその間の道路沿いで主として見られるものであ

る。

　０職員宿舎で飼育されていた小鳥の飼料から逸出したと思われるもの：　カナリニクサヨ

シ。

’これもやはり宿舎地帯との境界の草地で今年数本見られた。

　ｇ）野生種の自然交配種と考えられるもの:･　オオエノコロ（アワ×エノコログサ），ネズ

ミホソムギ（ホソムギ×ネズミムギ），キバナシロタンポポ（カンサイタンポポ×シロバナタ

ンポポ）。

　キバナシロタンポポは昭和56年より出現し始め，昭和63年になり，かなり距離的に離れた８

個所で20株程見られるようになった。当初はカンサイタンポポとシロバナタンポポが混生する

厚生会館人口近ぐで，３個体が50cm～1m間隔で自生七，３年間はその他の地域では見られな

かったが,最近では４号館西側やシステム園芸研究施設の西側などでも見られるようになった。

尚,それらの自生地はいずれもシロバナタンポポとカンサイタンポポが混生している所であり，

キバナシロタンポポはそめ花色及び総苑の形質がカンサイタンポポとシロバナタンポポとの中

間を示し，個体により多少の変異が観察され，自然交配種の可能性が強い。しかし核型分析，

或は人工交配によるFI個体の形質調査は行っておらず，後出の植物目録では一応シロバナタ

ンポポの品種とした。

　今回の調査により高知大学農学部校内に予想以上の植物が自生することが解ったが，特に高知県

産として従来未報告の,ものが22種認められた。これらは前述のように，職員や学生のマイカ一男普

及によるところが大なる原因と考えられる。このことは近年著名な観光地で帰化植物が多く見られ

るようになったのも，おそらく同じ理由によるものであろう。高知県内として新産地となったもの

を以下に例挙する。　　　　　　　　　　　　　　　　‘。

　オオヨモギ(1982年出現，ハチク林中に４株)ノキバナシロタンポポ(1982年，厚生会館入口附

近に3'株)，ケンサキタンポポ(1982年，洗車場附近に２株)，ツルレイシ(1981年より３年間，実

験圃場の東西両端の草地２箇所で数株)，ツボミオオバ=7(1り82年，駐車場横の洗車場附近で４株，

２年後に消滅, 1983年より食堂北側の芝地でも２株，４年後消滅)，ホソバウンラン(1982年より

３年間，車庫附近の芝地に３株)，コショウハッカ(1970年頃より，ガラス室周辺に多数)，マルバ

ハゾカ(1970年頃より，年々'自生場所が移動するが，現在は４号館西側の道路横に２株)，カタメ

ジソ(1980年より，ガラス室周辺，道路端などに散在)，コエンドロ(1982年より３年間，３号館

西側入口の北出口の横で２株／その後１～２株出現したが消滅)，ツキミソウ(1970年頃より，職

員宿舎近く･の道路端で年々移動しながら細々と咲き続けている)，ビオラ・トリカラー(1979年よ
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りガラス室附近に毎年2～10株程咲き続けている)，チョウマメ(1978年から２年間，ガラス室附

近に逸出し美しい花を咲かせていたがその後消滅)，オオゴンタタキマメ(1978年頃より野生化し，

現在は数個所で多数繁殖している)，エソヘビイチゴ(1980年より３年間，ガラス室横に５株出現

し多数の果実をつけていたがその後消滅)，ブラック・ペリご(1978年より，西の裏門附近で多数

繁殖)，ジンジャー(西の裏門近くの雑木林下に繁殖，牟々生育範囲が拡大しつつある)，オーニソ

ガラム・コリムボスム(1980年より１号館の南ど北側２個所で繁殖，時折人により取り去られる個

体もあるようだが，いくらか範囲を広めている)，シヴー・ノンスクリプタ(1972年より10年間，

４号館北のハチク林沿いの草むらで10株程毎年開花していたが,整地され消滅)，オニカモジ(1982

年職員宿舎のブロック塀沿いに数株),ウマノチャヒキ(1982年放牧場横で数株),モエジマシダ(1976

年より５年間，ガラス室附近に自生)。　　　　　　　　　　　　　　。

　これらの他に，高知県内として比較的稀産なヤマザトタンポポ｡アカミタンポポ，アメリカネナ

シカズラ，ユウゲショウ，イタチハギ，ホソバヤハズエンドウ，オオカラスノエンドウ，シロバナ

マンテマ，マンテマ，ノハラツメクサ，ノジシャ，マオ。ジョウプ，ムラサキハング，ハルガヤ，

ネズミホソムギ，タチスズメノヒエ，Ｊバンソウ，カミガモシダ，なども特筆すべきものであろう。

高知大学農学部構内野生植物目録

Angiospermae　　被子植物亜門　　　　　　　　　　　ブ

　Dicotyledoneae　双子葉植物網

　　Compositae　　　　キク科　　　　　　　　　　　　。

　　　Ａｃｈｉｌｌｅａ　mille/ｏＵｕｗLinn.　セイヨウノコギリソウ　栽培植物め逸出したものが昭和55年まで

　　　　　10年間程開花個体が見られたが，その後整地により消失。

　　　ﾉ1竃加血αΓ£・lisiaefoliaLinn, var, elatior ( L.) Desc.ブタクサ　車庫の洗車場の水が流れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｡　1.’　　　　　　　L.　　　　　溜る道路横で昭和56年に２個体出現したが，開花直前に除草のため消失。

　　　Artemisia jap四知Thｕnb.オトコヨモギ　車庫横の洗車場近くの草地に自生。

　　　ﾉ1心■misia monはｕ Pampan.　オオヨモギ（エゾヨモギ，ヤマヨモギ）昭和57年ハチク林中

　　　　　で４個体出現。

　　　/1巾前血princeps Pampan.ヨモギ（カズザキョモギ）各所に多数分布する。

　　　Aster agera臨加s Turcz. var. semiam冷血aulis ( Makino ) Ohwi　イナカギク（ヤマシロギ

　　　　　ク）　雑木林附近で見られる。

　　　/1mりliポdus Less.アレノノギク（ヤマジノノギク）″　　　　　　　　　　　　　　‥

　　　Aster subulatus Michx.ホウキギク　農場内の道路端に自生。

　　　Ｒｄａ八街mata ( Lour.) Merr. et Sherff　センダングサ，各所に広く分布し，個体数も多い。

　　　　　昭和40年代にはアメリカセンダングサが多数見られたが50年代になり，センダングサが

　　　　　急増した。　　　　　　　　　　　　　●　　　＼

　　　Bidens fri回加sa Linn.アメリカセンダングサ（モイダカタウコギ）　以前は各所で多数見ら

　　　　　れたが，近年減少したら　　　　　　　　　　ニ

　　　Ｂｉｄｅｎｓ　biloｓａLinn. コセンダングサ　農場北側め草地でよく見られる。

　　　Ｂｉｄｅｎｓ　ＷｌｏｓaL.var. minor　(Blume) Sherff ，シロノセ,ンダングサ（シロバナセンダングサ）

　　　　　雑木林周辺で見られるが少ない。

　　　Centipeda m細面o ( Linn.) A. Braun et Aschers. トキンソウ　畑地などに多い

　　　ａり･santhemum coronarium L. var. 5加心sum Bailey　シュンギク（キクナ）栽培植物の逸出
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　　による。年により見･られるが，１～２年で消滅していく。

ａり･sａ耐九飢９tindicum Linn.シマカンギク（ハマカンギク，アブラギク）▽網室周辺部に

　　２個体自生する。栽培植物の逸出。　　　　　　　　　　　　　　　　イ　　　●

ａり･sａ耐hemum japonense ( Mak.) Nakai　ノジギク　２個所で見られるが個体数はそれ程多

　　くない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

Chrysatith･ｎｇｍ凶cα吋hemum Linn.　フランスギク　栽培植物の逸出か？

Chrysa吋hemum shi切がｈ Kitam.　シオギク　旧１号館北の車廻し横の石垣で見られたが，

　校舎の改築により消失。

Cirsium japonicum Ｄ Ｃ．ノアザミ　西門附近他２個所に自生するが少ない。

Ｃ沁緬。t吻ゆonicum (Maxim. ) Makino var. shik出回um ( Kitam. ) Kitam.　シコクアザミ

　　職員宿舎横で見られるが少ない。

Ｃ四砂山lanceolaはLinn.オオキンケイギク　栽培植物が逸出したもので年により個体数の

　　変動が著しい。

ａ９ゆ画臨ctoria Nutt.ハルシャギク（ジャノメギク）’=栽培植物の逸出による。年によっ

　　て個体数が増減する。通常２年程で消失するが，農場北の草地のものは10年間程出現し

　　た。　　　　　　　　　　･●

Cosmos t･ポnnatus Cav.コスモス　栽培植物の逸出。年により｡生育場所が移動する。職員宿

　　舎近くの道路端では毎年開花個体が見られる。

Ｇｓ?nos sulphreus Cav.キバナ＝7スモス　栽培植物の逸出したもの。昭和57年頃にはかなり

　　の個体数となっ,たが，昭和60年頃より見られなくなった。

Ｃｍぶ釦図九血ｍ四知d面面$ ( Benth.) S. Moore　ペニバナボロギク　各所に多数分布する。

＆即位prostn心Linn.タカサブロウ　畑地などに多い。

£心肺ites hieraci/olia ( L.) Raf.ダンドボロギク　昭和58年頃より出現。,それ程多くない。

ＥｒｉｇｅｒｏｎａｃｒｉｓLinn. var. linearifoliお( Koidz) Kitam.ホソバムカシヨモギ，

£rigeron annuus ( L.) Pers. ■ヒメジョオン　全域に広く分布する。

£哨μran bon拙飢sis Linn.アレチノギク　各所で見られるが個体数はそれ程多くない。

Erigeron canadensis Linn.ヒメムカショモギ　各所に見られる。

Ｅｒｉｇｅｒe取ｆｅｈｉｌａｄｅｌｆｃｈｉｃｕｓLinn.ハルジョオン　全域に分布する。

ＥｒｉｇｅＴｏｎｓtｒｉｇｏｓｕｓMuhl.ヤナギバヒメジョ｡オン　雑木林横の道路沿いの草地で見られる。

£rigeron sumatrensis Retz.オオアIレチノギク　各所で見られる。

£ｕμifonu辨知rtuneiTurcz.　フジバカマ　網室横の道路端で毎年開花している。

Farfugium j砂皿cum ( L. ) Kitam.ツワブキ　雑木林の横などに見られるが，それ程多くな

　　八/％，　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

ＧｎａｂＫａｌｉｕｍ　ａｆｆｉｎｅD,Don　ハハコグサバオギョウ，。ホウコグサ）　各所で見かけられるが個

　　体数は多くない。

ＧｎａtiKaliｕｗ巾鮮,ｎｉｃｕｍThunb.　チチコグサ　昭和55年頃より･1号館周辺の芝地で大群落を形

　，成。それ以前は殆んど見られなかったものである。

Gnapkalium puやireum Linn.チチコグサモドキ　昭和50年頃までは個体数が非常に多かっ

　　たが，昭和57年頃より激減した。

のmnaster savatieri ( Makino ) Kitarri.ミヤマヨメナ（ミヤコワ･スレ，シュンギク）　昭和

　　55年頃より見られるようになったが，栽培植物の逸出かはっきりしない。

Helianthus tubeりsus Linn.キクイモ　旧農学科棟横で自生していたが，校舎の改築により
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　　　消失。

　Hemiｓtefta lｙｒａtaBunge　キツネアザミ　各所に分布する。

　Hypochoeris radicata Linn　ブタナ　洗車場横の芝布の中に昭和55年２株開花。２年後に消滅。

　Ixeris dentata ( Thunb.) Nakai　ニガナ　昭和57年頃より３号館前の芝布内に多数自生する

　　　以外は見られない。

　脊ｇパsdaμi/olia Kitam.オオニガナ（ハナニガナ，オオバナニガナ）

　咄咄dentata var. ampl伽面forma飢cantha Hara　シロバナハナニガナ

　咄咄d。tata var. stol。i/era ( Kitam.) Nemoto　ハイニガナ

　ム出回aponica ( Burm.) Nakai　オオジシバリ（ツルニガナ）　校内各所に多数群落を作っ

　　　ている。　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　r　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　・

　Iｘｅｒiｓ　folｙｃｅtｉＫａｌａCass.　ノニガナ　昭和56年頃より，あちこちで見られるようになった。

　加山功�両ｍ A. Gray　ジシバリ（イワニガナ,づヽイジシバリ）　昭和57年より出現。図

　　　書館裏の整地の際，赤土の客土と共に入って来たものと思われる。

　Kalimeriパncisa ( Fisch.) D C.オオユウガギク（チョウセンヨメナ）　雑木林周辺で見ら

　　　れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　Kalimeriり･･Tmena Kitam.ヨメナ　各所で見られる。特に西門附近に多い。

　£actuca indica Linn. var. /出戒ａは( 0. Kuntze ) Hara　ア｡キノノゲシ　各所に多い。

　Lactuca仇所a Linn, var, lac咄咄j ( 0. Kuntze ) Hara forma 細面ﾉ函｡( Makino ) Hara　ホソ

　　　バアキノノゲシ　各所で見られるが個体数は少ない。

　Lapsana humilis ( Thunb.) Makino　ヤブタビラゴ　雑木林周辺他，所々で見られる。

　良公伽行aponicus ( Sieb. et Zucc. ) Maxim.フキ。･雑木林周辺に多い。

　Picris kieracioidesL. ｖａｒ.glabｒｅｓｃｅｎｓ(Regel) Ohwi　コウゾリナ　昭和57年日章会館南の草

　　　地で２個体出現。整地の際赤土に種子が混入してきたものと考えられる。

　Rud bee細田仙ｕ Nutt.キヌガサギク（グロ･リオサ・デージー）　栽培種の逸出。昭和46

　　　年頃より網室附近に見られたが，10年程して大型雑草に被われ，見受けられなくなった。

　Senecio vul即山Linn.･ノボロギク　昭和57年４号館西の芝地に２個体出現。３年後には消

　　　失。　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　S必心即心沁必a Linn.セイタカアワダチソウ（セ｡イタカアキノキリンソウ）　昭和42年

　　　頃より見られるようになった。現在は西から北にかけての草地に多い。

　Sonchus asper ( L.) Hill.オニノゲシ　昭和55年頃より出現。最初は車庫前の道路沿いに見

　　　られたが，現在では拡範囲に自生。

.S・chus oleraceus Linn. Jゲシ（ハルノノゲシ）　全域いたる所に自生。，

　ＴａｇｅtｅｓｂａtｕlaLinn.フレンチ・マリゴールド（マンヅ４ギク）　栽培植物の逸出。職員宿

　　　舎近くの草地で出現しては２，３年して消失していく。

　Taraxacum albidum Dahlst.シロバナタンポポ　古くより全域に広く分布。｀

　Taraxacum albid'um Dahlst. forma sulfureum ( H. Koidz.) Kitam.キバナシロタンポポ　昭和

　　　45年頃までは黄花種のタンポポは一種も見られながった。当初は厚生会館西の電話ボッ

　　　クス附近に３個体出現。現在は数個所でよく開花個体が見られるようになった。昭和56

　　　年頃出現。

　Taraxacum Arakii Kitam.ヤマザトタンボポ　昭和55年頃より１号館北の林学科の出入口附

　　　近に出現。

　几れixacum ceratolepisKitam.　ケンサキタンボポ　昭和57年車庫横の洗車場附近に２株出現。
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でｎ･邱ａｓ japonicut･z Koidz.カンサイタンポポ　昭和46年頃より車庫の南の道路沿いの草

　　むらで見かけられたのが，黄花のタンポポの初めての個体である。現在ではかなり拡範

　　囲で見受けられるが，個体数はそれ程多くない。　　　・　丿　レいで・

Υαγαエacumlaevigatum Ｄ Ｃ． アカミタンポポバキレハアカミタンポポ）ご昭和56年網室附近

　　に出現。現在では校内の黄花種の中で最も個体数の多いものとなっている。

Taraxacum officinaleWeber‘セイヨウタンポポノ昭和55年２株確認。,現在でも個体数はそ,れ

　　程多くなっていない。●　　　　　　　　　　　　　　　　　　･卜　　●　　･’

為耐hium canadense Mill.オオオナモミ　各所に自生。，　　・　　･－‥‥‥‥‥･

旭耐hium strumarium Linn.オナモミ　職員宿舎近くの草地に昭和57年･より出現。現在も殆

　　んど増殖していない。　　に　　　　　　　　　　　　　　　　　ｰ,･●

　■ Youngia denticulata ( Houtt.) ･Kitam.ヤクシソウ‘･各所に見られるが，個体数は多くない。

　　ｙｓjがり･砂四知( Linn.) A. D C.オニタビラコ　全域に広く自生。　一｡

Campanulaceae･　　　キキョウ科　　　　　　　　　　　　　　　　　　･･　　　　　　べ

　・£Q副iにhinensis Lour.ミゾカクシ（アゼムシロ）　農場の水田内の道路端に自生。

　　Platycodon grandiflorum (Jacq.) A. D C.キキ｡ヨウ　おそらぐ栽培種の逸出か,･個体数は増

　　　　減することなく道路横の草むらで毎年開花している。。　｀’　　　　・，‥　。‥

　　Ｗ仙凶bergia margina£a (Thunb.･) A. D C.ヒ,ナギキョ･ウ　３号館甫の芝地と･グランドの南

　　　　の方で多く見られる○　　　　　’　　　Ｉ　　　｀‘　　　。。｜　　●　　　　　１　１レバ　　●’，

　Cucurbitaceae　　　　ウリ科　・

　　Ｓ作柄easa hiポda Cagn.トウガン（トウガ，カモウリ）　栽培種の逸出･。, 。

　　（:'^itullusvul即山Schrad.スイカ　栽培種の逸出。　　　　　　　　＼　　　　　　　，

　　Cucumis m山Linn.マスクメロン（メロン）　栽培種の逸出。　　　　　十　，.

　　ａ・。Its melo Linn. var.。takuwa Makino　マクワウリ　栽培種の逸出。前３種と同様ビニー

　　　ルハウス周辺，或は農場周辺に年により出現し，　１年で消失していく。。　ご

　　Gynostemmり回聯句Hum ( Thunb.) Makino　アマチャヅル　職員宿舎南の雑木林中に少数

　　　　自生。　　　　　　　　　　　　　　　ヶ　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　£何回aria sice回庇Stand, var. Gourda Hara　ヒ≡iウタン　栽培種の逸出。

　　仙加cylind庇a Rbem　ヘチマ　栽培種の逸出。　　　・　･･

　　ＭｅｌｏtＫｒｉａｊａｂｏｎｉｃａ・(Thunb.) Maxim.スズメウリ　４号館北の道路沿いに多い。づ

　　Momordica charantia Linn.ツルレイシ（ニガウリ）栽培種の逸出。犬　　　　・・

　　Trichosa耐＆ｓ ａａｍ。面加5 (Ser.･) Maxim.カラスウリ　雑木林及び，農場周辺に自生。

　　Trichosa紅加sかirilowii Maxim. var. jap凹如( Mig.) Kitam.キカラスウリ　農場の果樹園の

　　　防風垣に多い。

Valerianaceae オミナエシ科

１
１

　Valerianella olitoria( L.) Poll. 7ジシヤ　農場牧草地で見られる。

Caprifoliaceae ・　　スイカズラ科

　£回伽ｍﾌﾞaponica Thunb.スイカズラ（ニンドウ）　数個所で年々見られる。　゛･

　Ｗｈ・ｕ。1 awabuki K. Koch　サンゴジュ　図書館南の林下に少数個体自生。｡.

Rubiaceae　　　アカネ科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ

　Galium gracilens ( A. Gray ) Makino　町メヨツバムグラ　昭和55年頃より見られるように

　　　なった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い

　Galium s加面m L. var. echinospermon ( Wallr.) Hayek ゛ヤエムグラ　’全域に広く分布。
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　Galium trifidu函L. var. brei･伽dunculaturn･R呟６ 一一ﾎｿμノヨツバムグラ。それ程多くない。

　Houst・iαａ。lea Liiin.ヒナソjウ（トキワナズｆ）ﾄ;　，B召矛［155年ま亡網室内のジャリの中に

　　　数株自生し，毎年可愛いらしい花を咲力紺て･い友がその後消失。

　Ｐａｅｄｅｒiaｓｃａｎｄｅれ5( Lour.) Merrill var.心細i (Lev.)･ Hara　ヘクソカズラ（ヤイトバナ，

　　　サオトメカズラ）　各所に分布する。

　瓦ぷa akane Nakai　アカネ　南西の林学科の圃場で昭和53年頃より見られたが，現在は雑木

　　　林周辺など数個所に自生し，個体数も多くなった。

Plantaginaceae　　　オオバコ科

　Planta即asiatica Linn.　オオバコ　全域に広く分布。白　　。

　Ｐtａれtａｇｏ　ｌａｎｃｅｏｌａtａLinn.ヘラオオバコ　昭和56年幼個体を･2株確認し，その翌年，十数個

　　　体の開花株を見たが，昭和60年より全て消滅。侵入源は日章会館南の整地の際の客土と

　　　しての赤土と思われる。　　　　　　　　　｡
｀j　　　　「　　｀｡

･･I･

　j」切心即1ﾉi小心a Linn.ツボミオオバコ（タヂオオバコ）昭和57年洗車場附近に４株出現。

　　　・翌年より洗車場北の防火用水池附近及び食堂北の道路端に少数出現。しかしいずれも２

　　　～３年で周囲の草に被われ消滅。　　ト∧

Acanthaceae　　　キツネノマゴ科

　西出血芦oumbens Linn.キッネノマゴ　各所に多い。

Orobanchaceae　　　ハマウツボ科　　　∧　，　　　。。。

　ﾉ図面etia indiea Linn,ナンバンギセル　ガラス室群西のススキの株元で見られたが，整地

　　　され消滅。

Scrophulariaceae　　　ゴマノハグサ科　　　　／　，

・Dopatrium iunceum ( Roxb.) Hamilt.アブノメ（パチパチグサ）農場の水田中に広く分布。

　Linaria b伽rtita willd.ヒメキンギョソウヽ（ムラサギウンラン）　栽培種の逸出による。昭

　　　和38年より昭和45年にかけて職員宿舎近く｡の道路端で年々場所を変えて開花していた

　　　が，その後消失。

　Linaria canadensis ( L. ) Dum.マッバウンラン　昭和57年より４号館北西の芝地に３個体

　　　出現。翌年６個体，２年目に１個体となり13年目/には消滅6

　Z.細心77血知ocumbens (Ｋｒocfe.) Philcox　アゼナ‘農場の水田周辺で見られる。

　Mazus jap回心s ( Thunb.) 0. Kuntze　トキワハゼ　全域に広く分布。

　Mazus miquelii Makino　ムラサキサギゴケ　各所に群生するl。

　Ｗｎ心1仙四即stifoUa Benth.アゼトウガラシ　芝地や畑地で見られる。

　Vandelliにrustacea { L.) Benth.ウリクサ　農場の水田中に広く分布。

　Vandellia ana即His ( Burm. ) Yamazaki ｖａｒトverbenaefolia( Colsm. ) Yamazaki　スズメノト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　ウガラシ　水田の周辺で見られる。

　W7・ica an・sis Linn.タチイヌノフグリ　全域に広く分布する。

　Ｗｒ回戦1 didyma Tenore var. lilacina (Hara卜･Yamazaki　ｲ･タノフグリ（ハタケクワガタ）

　　　校内全域に広く分布するが，オオイヌノフグリ‘やタチイヌノフグリに比較すると，本種

　　　はかなり少ない。近年特に減少した。

　ＶｅｒｏｎｉｃａｔｅｒｓicaPoir.オオイヌノフグリ・全域に広く分布する。

　Veronica undulaはWallich　カワヂシャ　，農場の牧草地で見られる。

Solanaceae　　　ナス科　　　　　　　　　　　　　　１

　乙心um chinense Mill.クコ　職員宿舎の裏門の門柱わきに生育。よく門柱の上に来る小鳥
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　　　により種子が運ばれてきたものであろう。

　ＰｅtｕniaKｙbｒｉｄａVilm.　ツクバネアサガオ　栽培植物が逸出したもの，年により場所を変え

　　　て時々見られる。

　/）りsaltsalkek･ａがL. var丿ranchetii ( Mast.) Hortンホオズキ　職員宿舎近くの道路端で見ら

　　　れたが翌年には消滅。

　Solatium aculeatissimum Jacq. キンギンナスビ　旧農学科棟北の草地に自生していたが改築

　　　後消滅。

　Solanum carolin・se Linn. ワルナスビ　旧農学科ガラス室周辺で見られたが改築の際消滅。

Labiatae　　　シソ科

　/1佃即decumbens Thunb.キランソウ（ジゴクノカマノフタ）　各所に分布する。

　Ｃ溜砂odium chinense ( Beuth ) 0. Kuntze subsp. grandiflorum { Maxim.) Hara var. parvifU･7･-

　　　um ( Kudo ) Hara　クルマバナ　雑木林横の道路沿いで見られる。

　Clinopodium gracile ( Benth.) 0. Kuntze　トウバナ　畑地や芝地に自生する。

　Clinopodium micra耐加m ( Regel) Hara　イヌトウバナ　各所で見られる。

　Ｇｌｇ油田ahederacea L. var. grandis ( A. Gray ) Kudo　カキドオシ　食堂北の草地及び農場内

　　　の道路端に自生。

　£amiu。1 aldu。tL. var. barbaね4・(Sieb. et Zucc. ) Fr. et Sav. オドリコソウ　西門近くの雑

　　　木林内に自生していたが，昭和59年整地により消滅。

　£amium amがexicauU･Linn.ホトケノザ　各所に分布する。

　しonurus sibiricus Linn,メハジキ　農場周辺で見られる。

　Mentha cardiaca Baker　アメリカハッカ　栽培植物の逸出。昭和45年頃よりガラス室周辺に

　　　野生化。年により個体数が増減する。

　ＭｅｎtHa　ｊｎｆｃｅｎtａLinn　コショウハッカ　栽培植物の逸出。昭和45年頃よりガラス室周辺に野

　　　生化。最近見られなくなった。

　ＭｅｎtｋａＴｏtｕｒぶfolia(L.) Huds.マルバハッカ　栽培植物の逸出。昭和45年頃よ’りガラス室

　　　周辺で見られるようになったが，昭和61年消滅。

　ＭｅｎtＫａ　ｓｂｉｃａtａvar.criホz Benth. オランダハッカ（チリメンハッカ）　栽培植物め逸出。年

　　　々広がりつつある。

　Ｍｏｓla吟社ｃtｕlatａ(J.F. Gmel.) Nakai　イヌコウジュ　芝地や草地の各所で見られる。

八雨μりrutescens Britt.var. acuはKudo　アカジソ　栽培植物の逸出。年により所を変えて出

　　　現する。　’

　拘戒1りrutescens Britt. var. a。ほＫｕdo forma discolorMakino　カタメジソ　栽培植物の逸出。

　　　昭和55年よりガラス室周辺に野生化。現在かなり拡範囲に分布。

　Ｐｅｒiltａｆｍtｅｓｃｅｎｓ・Britt;var. αａはKudo forma 祐仙s Makino　アオジソ　栽培植物の逸出。

　狗戒lafrutにens ( L.) Britt.var.ｊａｐｏｎｉｃａ(Hassk.)Hara　エゴマ　各所で見られる。

　？馳心φにirginiana Benth.カクトIラノオ（ハナトラノオ）　栽培植物の逸出。年により

　　　出現するが，１～２年で消滅。

　Salvia japonica Thunb.アキノタムラソウ　雑木林周辺部で見られるが，個体数は少ない。

　Ｓａｌｕｉａｂｉｇbe!iaR. Br.ミゾコウジュ（ユキミソヴ）　各所に分布。　　　ダ

　Scutella心細dica Linn.タツナミソウ　雑木林横の道路端で毎年開花していたが昭和59年整

　　　地の際消失。

　Stacりs japonica Mig. varふitermedia ( Kudo ) Ohwi　イヌゴマ･　芝地，草地に点在する。昭
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　　　和56年頃より多くなった。

Verbenaceae　　　クマツヅラ科

　Clerodendrt。Ｍ油ぬ。z4。I Thunb. クサギ

　Verbena phlogiflora cham.ビジョザクラ･

　　　が，３～４年で消滅する。

数個所に点在する。

栽培植物の逸出６年により場所を変えて出現する

　Vitex rotundifoUaLinn.f.ハマゴウ　県道13号棉道路沿りで犀られる。

Boraginaceae　　　ムラサキ科

BothriosPermum tenellum ( Hornem.) Fish, et Mey.ハナイバナ　芝地で見られるが少ない。

Trigonotiりeduncularis ( Trevir.) Benth.キウリ,グザ（タ,ビラコ）　芝地，畑地の各所に多

　　し稲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｙ

Convolvulaceae　　　　ヒルガオ科

　Ｃ嶮ｍがa hedera･cea wall.　コヒルガオ　各所に自生。

　Calystφ０砂面ca Choisy　ヒルガオ

　ａ㈲叫面soldanella ( L.) Roem. et Schult.ハマヒルガオ　県道13号線道路沿いで見られる。

　Cuscuta australis R. Br.マメダオシ　雑木林周辺で見られる。

　　　　１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・｜●　　　　　　　　ｉ　　　　　　　　●　■　ＣｕｓｃｕtａｂｅｎtａｅｏｎａEngelm.　アメリカネナシカズラ　農場内の道路沿いに多い。

　ゆひ??14?ococcinea Linn.マルバルコウ　栽培植物の逸出。毎年見られる。，

　ＩｂｏｍｅａｑｕａｍｏｃｌttLinn.ルコウソウ　栽培植物め逸出。２～３年で消滅する。

Oleaceae　　　モクセイ科

　£igustrumﾌﾞaponicum Ｔｈｕnb.ネズミモチ（タマツバキ）　雑木林内で見｡られる。

゛む即strum obtusifolium Sieb. et Zucc.｡　イボタノキ　雑木林内に自生。　　　　　，

Primulaceae サクラソウ科

　りsimachia clethroi心sDuby　オカトラノオ　道路沿いの草地に点在する。

　Lysimachiajapon如Thunb.コナスビ　各所で見られる。　　　　　　1　・　　　・

Myrsinaceae　　　ヤブコウジ科　　　　　　　　　ヽ

　Ardisia crenataSims　マンリョウ　雑木林内で見られる。

Umbelliferae　　　セリ科　　　　　　　　　　，･　　　　。　　ご

　Anlhriscおsylvestris( L.) Hoffm.シャク〕雑木林周辺部に自生。

　Ａｂｉｕｍｌｅｂtohｙllｕｍ(Pers.) F. Muell.マッバゼリ。各所に多い。

　Ｃ飢刎1αα血庇a( L.) Urban　ヽツボクサ　日章会館南の草地などで見られるが少ない。

　Chamaele decumbens ( Thunb.) Makino.セントウソウ　網室横，雑木林中などで見られる。

　Coriandrum sativum Linn.コエンドロ　昭和5゛7年より３号館の西出口の北の通路に出現。３

　　　年間見られたが，その後消失。　　　　　　卜　　　　し

　Ｃ砂tぬeniajaponicaHassk.ミツバ　栽培植物の逸出か。職員宿舎周辺の草地で見られる。

　汚da妬心ｍａ庇ima Honda　ノチドメ　各所で見られる。

　ＨｖｄＴｏｃｏtｙlcｓibtKoｒtｉｉｏＴｄｅｓLam.チドメグサ　各所に分布。

　Ｏａα耐九〇avanica( Blume ) D C.セリ　４号館西側及･び北側の水路で見られる。

　乃心行aponica ( Houtt.) ＤＣ．ヤブジラミ　各所に多い。；

　Ｔひｒiliｓｓｃａｂｒａ(Thunb.) D C.オヤブジラミ　雑木林周辺部で見られる。，

Araliaceae　　　ウコギ科

　Araliaelata ( Mig.) Seemann　タラノキ　雑木林内で見られる。

　£･飢心吻ｕバパfidus( Thunb.) Makinoカクレミノ･雑木林内に自生。
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　Fatsia J･砂㎝ica ( Thunb.) Decne et Planch　ヤツデ　雑木林内に自生。

　Ｈｅｄｅｒａ　ｒｈｍｎｂｅａ(Mig.) Bean　キヅタ（フユヅタ）　厚生会館北の林中で見られる。

　几砥部ｓズ加抄iferum Ｋ. Koch　ツウダツボク（カミヤツデ）西門附近に分布。個体数多い。

Onag「aceae　　　アカバナ科

　£�面がa decurrens Walt. アメリカミズキンバイ　農場の水田水路に見られる。

　£如面がa greatrexii Hara　ウスゲチョウジタデ　４号館西の水路中に自生。

　Lｕdｕｎｇｉａｓtitｎtｌａｃｃａ（Ｏｈｗｉ）Ｏｈｗｉ　ミズキンバイ　農場の水田中に自生。

　○作吋船ra biennis£｡アレチマツヨイグサ　昭和57年より出現し，現在では裸地でよく見か

　　　けられるようになった。

　Oenothera eび咄･sepala Borbas　オオマツヨイグサ　昭和50年頃より見られるようになった

　　　が，それ程多くない。

　Ｏａ・向ｍ汝細姐a Hill　コマツヨイグサ　昭和57年農場横の工事で残された砂に出現した

　　　が，現在ではかなり分布囲が拡大され，芝地でよく見かけられる。

　○飢河船ra rosea Ait.ユウゲショウ（アカバナユウゲショウ）　職員宿舎近くの道路端で毎

　　　年出現する。最近１号館南側芝地でも見られるようになった。栽培植物の逸出。

　Omothera speciosa Nutt. ヒルザキツキミソウ　栽培植物の逸出。

　Oenothera strictaLedeb. ex Link　マツヨイグサ　各所に広く分布。･裸地に多い。

　○作況加ｍ letraptera Cav.ツキミソウ　昭和45年頃より職舎近くの道路端に出現。栽培植物

　　　の逸出。毎年１～２本見られるにすぎない。

　７ｍ加細心a Sieb. et Zucc. ヒメビシ　農場の堀に見られる。

Lythraceae　　　ミソハギ科

　Ammannia・iccinea Rottb.ホソバヒメミソハギ　農場の水田端で見られる。

　/1。imannia multifeora Roxb.　ヒメミソハギ　農場の水田沿いに多い。

　乙曲rum anceps ( Koehne ) Makino　ミソハギ　職員宿舎附近に自生。

　ＲｏtａｌａｉｎｄｉｃａKoehne var. uliginosa Koehne　キカシグサ　畑地で見られる。

Elaeagnaceae　　　グミ科

　£laeagnus pungens Thｕnb.ナワシログミ　雑木林周辺部に自生。

Violaceae　　　スミレ科・

　い山山四飢sis ( Makino ) Makino　エイザンスミレ（エソスミレ）　栽培植物の逸出。網

　　　室附近に昭和46年頃より３度出現，２年程でその都度消滅。

　l/j。lagrypoceれA. Gray　タチツボスミレ　年により個体数が増減する。網室周辺で見られ

　　　る。

　Viola keiskei Mig.･マルバスミレ　昭和49年より網室東側に出現５年程で消滅。

　Ｍ比。wndshurica W. Becker　スミレ　昭和50年より網室北の砂地の草地で多数繁殖してい

　　たが，昭和63年，整地により消滅。

　Ｖｉｏｌａ　ｂａtｒｉｎｉＤＣ．シロバナスミレ　農場の南端の道路端で見られたが，昭和59年頃より見

　　　’られなくなった。

　Ｍ。14無心Ho W. Becker　フモトスミレ　昭和50年頃より３年程網室の東側で見られた。

　l/i山州�,７ Linn. ビオラ・トリコロル　ガラス室周辺で年により出現。４～５年は自生。

　Viola verecunda A. Gray　ニョイスミレ（ツボスミレ，コマノツメ）　昭和55年４号館北の

　　　芝地に出現。現在では拡範囲に群生する。

　Viola violacea Makino　シハイスミレ　昭和49年頃より網室周辺に出現。昭和60年より消滅。
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オトギリソウ科

　Hypericum chinenae Linn.ビョウヤナギ（ビョウオトギリ）昭和38年より雑木林の南端に

　　　　１個体あり。昭和58年掘り取られ消滅。

　Ｈｙｆｅｎｃｕｍ　ｏｌｉｇａれtｈ�Franch. et Savat.アゼオトギリ　農場の水田沿いに見られる。

　ＨｙpeｒicｕｍｂａtｕlｕｍThunb.キンシバイ　センダン並木北の水路端に見られたが，昭和50年

　　　頃人の手により持ち去られた。　　　　一　ダ‘

Theaceae　　　ツバキ科

　Ｔ＆αぶensis Linn.チャノキ（チャ）農場管理棟北側で見られる。栽培植物の逸出による。

Malvaceae　　　アオイ科　　　　　　　　　　　　∧　　　　　一一

　治山cus escu凶吊ｓ Linn∧オクラ　年により出現。１年ごとで消滅する。栽培植物の逸出。

　Hibiｓｃｕｓ�ｕtabilｔｓLinn.フヨウ　雑木林沿いに２株自生６

Vitaceae　　　ブドウ科

　/1叫山師八ｔﾉ伽dunculata ( Maxim.) Trautv. 7ブドヴ　農場周辺及び雑木林周辺など，

　　　めずらしくない。　　　　　　　　　●.

　Cayratia japonica ( Thunb.) Gagn.ヤブガラシI各所の草地に自生。

　八心飢心sａバ庇ｕ皿加･a {Sieb. et Zucc.) planch.ヤ　ッタ（ナツヅタ）　図書館南の林中及

　　　，び雑木林中に自生。　　　　　　　　　｀

　凶励�即etiae PuWiat　ヤマブドウ　雑木林周辺部に見られる。

Celastraceae　　　ニシキギ科

　Ｃ出靖tｓ・rbiculatus Thunb.ツルウメモドキ　雑木林中で見られる。

　I£uonymus japonicus Thｕnb.マサキ　雑木林中に自生。　　　　　　　　　　　　・

　£uonymus sieboldianus Blume　マユミ　雑木林中に自生。

Anacardiaceae　　　　ウルシ科　　　　　　　　　　　　一

　Rhus jav回心Linn.ヌルデ（フシノキ）’放牧場東側の草地に自｡生。

　Rhus succeda外政Linn.ハゼ（ハゼノキ，リ４ウキュ｡ウハゼ）　雑木林中で見られる。

Euphorbiaceae　　　トウダイグサ科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご●

　ルalypha aus加心Linn.エノキグサ　各所に自生。

　A Ichomea£ewioides ( Benth. ) Mueller-Arg.オオバペニガシワ。（オオバアカメガシワ）

　　　・西門附近で多数見られる。　　　　　　　　　　。･。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　・　｜　ＥｕｂＫｏｒｂｉａｍａｃｕlatａLinn.オオニシキソウ　芝地め所々で見かけられ･る。

　Euphorbia pseudochamaesyce Fisch. Mey. et Lallem. 一石シキソウ。各所に普通に見られる。

　£砂加rbia supina Rafin　コニシキソウ　各所に多い。

　Mercu感心leiocarpa Sieb. et Zucc.　ヤマアイ　４号館北側の水路沿いに自生していたが，水

　　　路の改修工事により消滅○●　　　　　　　｀!　　　　　　’　●　。１　●　　　　　　　　　　゛

　ＰｆｉｙｌＵｉｎtＫｕｓｕＴｉｎａｒiaLinn.　コミカンソウ　各所の芝地，草地に分布。

　戸勿陥戒仙s ussurimsis Ruper. et Maxim.　ヒメミカンソウ

　Sapium以･iferum ( L.) Roxb.ナンキンハゼ十時培植物の逸出。所々で見かけられる。

Polygalaceae　　　ヒメハギ科　　　　　　･･　　づ

　Ｐｏりｇａｌａj叫ＭｏｎｉｃａHoutt. ヒメハギ　各所に多い。

Meliaceae　　　センダン科

　Ｍぶo azedarach Linn.センダン（オウチ）　栽植本数の多い割には，それ程見かけられない。

Simaroubaceae　　　ニガキ科　　　　　　　，　　∧
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　Ailanthus altissima Swingle　ニワウルシ（シンジュ）’各所で見られる。栽培植物め逸出。

Rutaceae　　　ミカン科

　Boenninghaおenia japonica Nakai　マツカゼソウ　洒方の草地で見ら･れる6

　Ci£rusnatsudaidai Hayata　ナツミカン　栽培植物の逸出。職員宿舎北側6

　Zanthoがum ailan決心6 Sieb. et Zucc.　カラスザンショウ　雑木林中に自生する。

Ｏχalidaceae ・　　　カタバミ科●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　Ｉ

　Oxalis c。。i。lataLinn.カタバミ　各所に多い。

・Oxdlis coric此此Linn, forma rubifolia ( Makino ) Hara　アカカタバミ

　Oxalis c・り。･&・saＤ Ｃノ ムラサキカタバミ・各所で昇られるふ

Geraniaceae　　　フウロソウ科

　Gemn飢mcα咄咄ａ,ｍ。I Linn.ア’メリカフウロ　各所に多い。

　Ｇｅｒａｎｉｕｍ　thｕ幼ｅｒgiiSieb. et Zucc.ゲンノシ’ヨ･ウコ（フウロソウ）　雑木林周辺部で見られ

　　　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

Leguminosae　　　マメ科　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　‥　≒　　’●

　ﾉ1にhynomene indica Linn.クサネム　農場の道路沿いに自生。　。　　　　　　　’

　ﾉ臨･句心ｎａにi小戒CO ( L.) BSP.アメリカクサネ･ム　昭和58年より農場の水田沿いに出現。

　Albizzi好此brissin Durazz.・ネムノキ　雑木林周辺部○　　　　．　　　Ｉ　’。 １

　ﾉ1奥付ha fruticosa Linn｡イタチハギ（クロバナエンジュ，ロシヤハギ）　|日林学科の車庫

　　　附近に自生。　　　　　　　　；　　　　　　　　　　　い　　　　　　　　　　゜１１　χ●

　ﾉ1。iphicaやaeaedgeworthii Benth. var.ｊａｂｏｎｉｃａ･Oliver　ヤブマメ　･野地に多｡い。　‘　犬

　Astragalus sinicus Linn.ゲング（レングソウ）ダ最近はあまり見かけられなくなった。

　ａ咄αにid・副is Linn. ハブソウ　栽培植物の逸出。年により見かけられるが，１年で消滅。

　ＣａｓｓiatｏｒａLinn.エビスグサ　栽培植物の逸出。網室附近で毎年かなりの個体数が出現す

　　　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　CI伽心な・α敞z Linn.チョウマメ　昭和53年ガラス室周辺で見らヽれたが２年後に消滅。栽

　　　培植物の逸出。　　　　　　　　　　　　　　　　　｀　-，

。Crotalarid sessilij恥ｍLinn.オオゴンタヌキマメ　昭和513年頃より出現。年々場所を変えて

　　　増減する。栽培植物の逸出。

　Desmodium oxyphyllum D C.　ヌスビトハギ。雑木林周辺で見られたが，最近見かけられなく

　　　なぷた。’　　　　　　　　１　　　，●‥　　　　　　　　　　　　レ　‥グ

　Dunbaria vill・sa( Thunb.) Makino　ノアズキ（ヒメクズ）ガラス室群周辺部に昭和56年

　　　頃より出現。農場の南側の道路端にも自生。　　　　　　　　　　　　　　　　。・

こＧ胎細口oja Sieb. et Zuccンツルマメ　各所の草地で見られる。　　　　　≒　‥

　Md綸巾ra pseudo一臨ｄ�ａ Matsum.　コマツナギ　県道13号線沿いの草地他，周辺部の草地

　　　で見られる。　　　　　　　　，‥　　:●　　，　　　　　　　’　　　lj.I　゛’　t‘

　Ｋｕ。leroviastriaは（Thｕnb.｡) Schindler ;ヤハズエンドウ　牧草地,などで見られる。‘

　£α£りrusjaponicus Willd.ハマエンドウ　県道13号線沿い゛の道路端で見かけられる。 ゛I昭和45

　　　年頃には１号館南の築山に数年間出現した。　。　　‥　　　　　　。・

　£６加面za cuneata ( Du Mont. d｡Cours. ) G. Don　メ･ドハギ　各所’に分布。特に運動場や農

　　　場道路端に多い。

　£espedeza cuneata ( Du Mont. d. Cou'rs.) G. Don var. serp。s‘(Nakai) Ohwi　ハイメドハギ

　　　各所に分布　　　　ト　　　　　　　≒／　　　　　　　　　　‥‥‥‥‥
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Medicagoμ･lymoや&ａ Linn.ウマゴヤシ　農場周辺部で見られる。特に農場管理棟北側の草

　　地に多い。

几terariaI・bata (Willd.) Ohwi　クズ　雑木林周辺の他各所で見られる。

Robiniりseudo―acacia Linn.ハリエンジュ（ニセデカシア）　雑木林及び農場管理棟北側で

　　見られる。

7ｙ徊仙m dubium Sibth　コメツブツメクサ　芝地及び牧草地に拡範囲に分布し各所で大群落

　　を形成している。

Ｔバfolium pratense Linn.ムラサキツメクサ（アカツメクサ）　昭和40年頃までは所々で見

　　かけられたが，昭和50年頃より見られなくなっていた。しかし，昭和57年より食堂北の

　　道路端に出現。

Trifolium repens Linn. シロツメクサ（クローバー，オランダゲング）　各所に分布。

Ｍ血回即sl両臨Linn. var. minor ( Bertol. ) Ohwiオソバヤハズエンドウ　牧草地の他は

　　それ程多くない。

Vicia angust両面Linn. var. sg即はlis ( Thuill. ) Koch　カラスノエンドウ（ヤハズエンド

　　ウ）　各所の草地，芝地に多い。　　　ｊ

Ｍｄα面乎arpa Tenoreナヨクサフジ

笞出九仔ａ･o ( L.) S. F. Gray　スズメノエンドウ　芝地の各所に多い。

Viciaお心o Linn.オオカラスノエンドウ　農場牧草地で見られる。

Vicia tetrasperma ( L.) Schreb.カスマグサ　芝地に多い。

Ｍ即a angularis ( Willd. ) Ohwi et Ohashi var. nippon・sis ( Ohwi ) Ohwi et Ohashi　ヤブ

　　ツルアズキ　ガラス室周辺及び西端の草地で見られる。

Wisteria florit･unda (Willd.)　フジ　雑木林の他，ガラス室周辺部などに多い。

Rosaceae バラ科

Agrimonia pilosaLadeb.キンミズヒキ　雑木林周辺の草地などで見られる。

£）回船３ａ油り･sα耐ha( Zoll.et.Mor.) Mig.ヘビイチゴ　各所に分布。

£応叫り･幻砂回心(Thunb.) Lindl.ビワ　雑木林内など数個所に自生。

Ｆ７ａ即応vescaLinn. エゾヘビイチゴ　昭和S6年頃ガラス室横に出現。ぺ年間程毎年赤い実

　　を付けていたがその後消失。

ＰｏtｅｎtillafeleiれｔａｎａWightet Arnott　オヘビイチゴ∧野地に多い。　　　　　　･.

j?osaluciae Franch. et Rochebr. var./可is９乱臨Makino　フジイバラ　放牧場の県道13号線

　　沿いの草地。

んg multifloraThunb.　ノイバラ　雑木林周辺などに多い。　　。

Rosa mchuraiana Crepin　テリハノイバラ（ハイイバラ）。県道13号線沿いの草地の他は少

　　ない。

気胸s buergeriMig.フユイチゴ　雑木林内に少数自生。

j?ubusfv回加susBigel.ブラック・ベリー　西門附近に多数自生。

気胸５九山utus Thunb. クサイチゴ（ヤブイチゴ）犬農場周辺部で見られた。

j?ubusiUecebrosusFocke　バライチゴ　雑木林に自生。

島心5 microp咄臨Linn.皿　ニガイチゴ　雑木林周辺部で見ﾉられたが，最近見られなくなっ

　　た。

j?�･MS parvifolius Linn.

7?ubus trifidus Thunb.

ナワシロイチゴ　農場周辺部に自生。

カジイチゴ　敷地北西周辺部に多数繁殖。
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　”S面即isorbd･嶮ic仙必s Linn. ワレモコウ　運動場周辺に小数自生a　　　　、・い　・

Saxifragaceae'　.ユキノシタ科　’　　　　　　　　　　　.、　･･

　.＆可ｍ即山師凶m Meerb. . ユキノシ･夕　職員宿舎周辺など点在する○　‘　゛’･

　Z）g耐ziacrenata Sieb. et Zucc. ウツギ（ウノハナ）車庫西の道路沿いなど3眉所で見られる．

Crassulaceae ベンケイソウ科

　＆＆。t bulbiferum Makino　=フモチマンネングサ　点在し，群生する。　　　・

　Sedum mexicanum Britt. メキシコマンネングサ　雑木林周辺で見られたが最近見られなく

　　　なった。l　　　　　　　　　　　≒　　　　　　　　　　　　　　　　　｀　　　1　　　　　　　　゛

Cruciferae　　　アブラナ科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，丿

　/1心idopsis thaliana {■L.) Heynhダシlコイヌナズヂ　芝地や畑地で見られる○’　Ｉ　Ｉ

　日雄ssica campestris Linn. subsp. napus Hook. f. et Anderss. yar. nippo一山両雄･Makino　アブラ

　　　ナ　道路沿いの草地で年により出現する。　　　　　･1　　　　　　　・　t　･･

　Ｃａｂｓellabｕｒｓｏ―)>

　Cardamineμexuosa With.　タネツケバナ　各所に多い。　　　　ノ

　Cardamine impaμens Liiin. ヽジャニンジン’職員宿舎道路端に昭和56年１個体出現。

　ａ咄z而々肘αはBunge　ミズタガラシ　農場の水田に多い。　　　　　　一

　£epidum virginicum Linn.マメグンバイナ,ズナ（セイヨウグンバイナズナ）い各所に広く繁

　　　殖。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●。　　　　　　　　犬

l　Oり･油砂hragmus山吹eus Ｏ. E. Schulz.ハナダイコン･･（オオアラセイ,トウ，ショかツサイ）

　　　西門への道路端に昭和54年１個体出現。翌年数個体とな’り,2年後には多数個体となった

　　　が３年後では数本，4･年後には２本となり５年後には見られなくなった。　　，･

　ＲａｔＫａｎｕｓｓａtiｕ,４ｓLinn. var; acanthiformis Mak. f. ｍ鉢回咄戒加s Mak.　ハマダイコン･県道13

　　　号線の道路沿いに草地で見られる。　　　　　　　。　　　　　　　ヽ･。　　･‥

　ぬ

　　　道路沿いなどで年により出現。　　　　　　　　　　　　　　：　　≒　　　”　’

　Ｒｏｒiｔｔｘiiｕｄｉｃａ(L.) Hieron.イヌガラシ　芝地，道路端など各所に散生する。　　≒

Papaveraceae　　　ケシ科

　Chelidmium majus Linn. var.咄咄cum ( Hara ) Ohwi　クサノオウ　北西の見本林予定地の

　　　草地に昭和57年10個体程あったが翌年には消滅。昭和61年その南方向に位置するガラス

　　　室の北側で多数個体繁殖。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●1，F

　Corydalis祐isa ( Thunb.) Pers.ムラサキケマン（ヤブケマン）西門附近で昭和50年頃

　　　より出現。　　　　　　　　　　　　　ｊ　　　　　　’‘　　．ｒ　　’　●；　ｉ

　£schscholtzia califomica Cham.　ハナビシソウ･栽培植物が逸出。･ ３,年目に消滅。ヽ

　八卵ｗロ1回αs Linn. ヒナゲシ（グビジンソウ）　職員宿舎附近で年により出現。

Lauraceae　　　クスノキ科　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　。フ●･　，Ｉぺ

　で細心momum Campkora ( Linn.) Sieb.クスノキ　雑木林で見られる○゛。　　　’　　　Ｉ･

　Cinnamomum japonicum Sieb.ヤブニッケイ　雑木林内に自生。

Lardizabalaceae　　　アケビ科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－エ　　　フ･

　Akebia qu咄咄1 ( Houtt丿Decne.アケビ　車庫西のアキニレの幼木林に多数自生。･

Ranunculaceae　・　　キンポウゲ科　　　　　　　　　　　　。　　　　　　　　　。･

　ﾉ1卿山qia adoxoides (DC.) Ohwi　ヒメウズ　網室周辺部他，所々で見かけられる。

　Ranunculus japonicus Thunb. ウマノアシガタ（キンポウゲ）犬道路端に小数自生する。
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　j?anunculus que伽ertensis ( Leveillfe) Nakai　キツネノ･ボタンツ各所の草地に点在する。

　仙田mculus scleratus Linn. タガラシ　農場の水田,‘水路端などでよく見かけられる。

　Thalictrum minus L. var, hypo臨cum (Sieb. et恥cc.) Miq.アキカラマツ　雑木林周辺で見

　　　られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ

Caryophyllaceae　　　ナデシコ科　　　　　　　　　　回

　Arenaria serpylil両面Linn，ノミノツヅリ　芝地，畑地などで見られる。

　Cerast仙m glomeraね4m Thuill.オランダミミナグサ（アオミミナグサ）各所の芝地に多い。

　Cerastiu。IholosteoidesFries var. haμ臨ａ。se ( Nakai) Mizushima　ミミナグサ　芝地に自生。

　　　比較的少ない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

　Dianthus japonicus Thunb. ハマナデシコ（フヅナデシコ）　県道!3号線沿いの道端で見ら

　　　れるが少ない。

Sagina japonica ( Sw.) Ohwi　ツメクサ

釦。eα。函ａ Linn,ムシトリナデシコ

　゛囲の草に被われ消滅。

畑地や裸地に普通０.1　　　　　　ズ

栽培植物が逸出。時折出現するが３年程すると周

　ＳｉｌｅｎｅｇａｌｌｉｃａLinn.シロバナマンテマ　昭和56年車庫の北側駐車場横の草に出現。３年後

　　　に消滅。

　釦ag即llica Linn. var.･quingue一回Inera ( Linn. ) Koch,マンテマ　前種と同様昭和56年車

　　　庫の洗車場横の草地に出現翌年消滅。

　Sかなula arv作臨Linn.ノハラツメクサ　昭和56年より厚生会館南の牧草地で拡範囲に大群

　　　落を作る。牧草の種子に混入してきたものであろう。　　，

　Stellaria alsine Grimm var, und旅心(Thunb.) Ghwi　ノミノフスマ

　Stellaria aguatica ( Linn.) Scop.ウシハコベ　各所の草地に多い。

　Stellaria media { Linn.) Villars　ハコベ（コハ？べ）　前種より少ない。

Portulaceae　　　スベリヒユ科　　　　　　二　　　　　・

　Portulaca oleracea Linn.スベリヒユ　畑地など裸地に多い。

　Portulaca pilosa Linn.ヒメマツバボタン（ケッメクサ）畑地，花壇などで見掛けられるが

　　　少ない。　　　　　　　　　　　　　　　≒　　　　　　　　　　　　　　　　‥

Nyctaginaceae　　　オシロイバナ科　　　　　　　≒

　Miｒabiliｓiala{}ａLinn.オシロイバナ　職員宿舎近くの道路沿いにいくらか移動して毎年出

　　　現する。　　　　　　　　　　　　　　　＝

Aizoaceae ‘ツルナ科

　Mollｕｇｏ　jjcntａt)りllaLinn.ザクロソウ　各所で見ら｡れる。

　Tetrag回忌趣加ｇ回庇es ( Pall.) 0. Kuntze　ツ歩ナペガケス室周辺に多い。ウイルスの指標

　　　植物として栽培中のものが逸出。

Phytolaccaceae　　　ヤマゴボウ科

　戸砂ぬcca americana Linn.アメリカヤマゴボケ（ヨウシｊ､ヤマゴボウ）、昭和40年頃と昭

　　　和45年頃に出現したが２年程していずれも消滅。

Amaranthaceae　　　ヒユ科

　たりｍ紅涙sかｇ庇i L6V.､et Van. ヒナタイノコズヂ　各所に多い。

　たりｍ耐＆り砂回心(Mig.) Nakai　イノコズチ（ヒカゲイノコズチ）　雑木林中に自生。

Alte。anth。ａ sessilisＲ. Bｒ.ツルノゲイトウ
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　Amaranthus lividus Linn. イヌビユ　各所に多い。

　Amaranthus patulus Bertoloni　ホソアオゲイトウ　各所に多い。

　Amaranthuにiridus Linn.ホナガイヌビユ（アオビユ）　各所に多い。　　　ヴ　犬

　Gomphrena globosa Linn.センニチコウ　栽培植物が逸出。

Chenopodiaceae　　　アカザ科

Chenopodium album Linn.シロザ（シロアカザ）　各所に多い。

　ＣＫｅｎｏｔｏｄｉｕmalbｕｍLinn. var. centrorut･runtMakino.アカザ　前種程多くない。　・　　I･

Polygonaceae　　　タデ科

　Fagopyrum esculentum Moenck　ソバ　農場周辺で，年により出現。

　Polygonum aviculare Linn. ミチヤナギ（ニワヤナギ）　農場の水田端に多い。

　Polygonum cuspidc心m Sieb. et Zucc.イ タドリ　雑木林周辺或は敷地周辺部で見られる。

　Polygonum押収rme Thunb.　ミズヒキ　見本林予定地に小数個体が自生。

　八liygmum hydn

　八ilygonum japonicum Meisn.　シロバナサクラタデ　所々で群生する。

　j）雨ぶonum longisetum De Bruyn　イヌタデ　草地に多い　，

　Polygonum ori飢図g Linn.オオケタデ

　負心gonum･加加liatum Linn.　イシミカワ　４号館北側の水路沿い他所々に分布している。

　Polygonum scabrum Moench　サナエタデ　各所で見られる。

　八olygmum SS＆りsum { Meisn.) Franch. et Savat.ママコノシリヌグイ（トゲソバ）。　こ草地

　　　・に多い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　戸olyganum thumbergii Sieb. et Zucc.　　ミゾソバ　水路端などで群生する。

　Rumex acetocellaLinn.ヒメスイバ　昭和57年より日章会館南の芝地に出現。前年度の客土

　　　により侵入。４年目にはカラスノエンドウなどに被われ消滅。=

　Rumex acetosa Linn.スイバ　各所に多数繁殖。

　Rumex conglひmeratus Murr.　アレチギシギシ　近年多くなった。

　Rumex crispus Linn.ナガバギシギシ　各所に多い。

　Rumex denはtus subsp. nipponicus ( Fr, et Sav.) Recenger f. コギシギシ　水田の周辺部。

　凧ｍａμiponicus Houtt.ギシギシ　各所で見られる。

Loranthaceae　　　ヤドリギ科

　ＫｏｒtＫａｌｓellaiatｉｃｉＨｉｃＱ.（Thｕnb.）･Engler　ヒノキバヤドリギ　マキの木に寄生。

Urticaceae　　　イラクサ科

　Boehmeria Ionがポca Steud.ヤブマオ　昭和57年より図書館北側に出現。。‥

　Beohmeria nipononivea Koidz.クサマオ（カラムシ）　各所に分布。

　βoehmeria nivea ( Linn.) Gaud.マオ（ナンバン･カラムシ，モクマオウ）　雑木林周辺部に

　　　見られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　几

Moraceae　　　クワ科｀

　Ｆａtｏｕａりilloｓａ(Thunb.)Nakai　クワクサ　各所の草地で見られる。

　ＦｉｃｕｓｅｒｅｃtａThunb.イヌビワ（イタピ，チチノミ）　雑木林で見られる。

　Humulus i砂加cus Siev. et Zucc.　カナムグラ　草地に年々増えつつある。

　Menus bom砂臨Koidz.ヤマグワ（クワ，シマグワ）雑木林に自生。　一

Ulmaceae　　　ニレ科

　Aphananthe aspera ( Thunb.) Planch.ムクノキ（ムクェノキ）　雑木林で見られる。
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　　Celtis sinensis pers. var.;叫tｉｏｎｉｃａ(Planch.)Nakai　エノキ　雑木林に自生する。

　　Ulmus ｉｘiTｖｉ

　Fagaceae　　　ブナ科　　　　　　　　　　　　　犬　　　　’

　　Quercusがauca Thunb.アラカシ　雑木林中に少数自生。

　Saururaceae　　　　ドクダミ科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●．

　　ＨｏｕttｙｎｉａｃｏｒdatａThunb. ドクダミ（ジュウヤ,ｸ）｀　各所に多い。　　　　　　，

Monocotyledoneae　　　単子葉植物綱

　Orchidaceae　　　ラッ科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブ

　　ＢｌｅＨｌｌａｓtｒiatａ( Thunb. ) Reichb. fil.シラン　実験植物が逸出。｡昭和57年より網室附近で

　　　　開花個体が見られるようになった。中には淡紅色の美しい花（２個体）も見られる。

　　（泗回向s尚尚R. Brown　キエビネ’ハチク林中に数株あり，昭和55年より開花し始めた。

　　Ｏｍ自伝ｍ即･eringii ( Reichb. fill.) Reichb. fit.シュンラ･ン付ホク９.）　食堂北のクスノキ

　　　　の地上２ｍ程のほこらの中に１株着生していたが，取り去られて消失。

　　Ｎｃｏｆｉｎｅtｉａｆａｌｃａtａ(Thunb.)Hu　フウラン　旧農学科棟横のクロマツの上の方（地上15m程）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜　　　-●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-I　　　　に着生していたが，松の木を切り倒したため消失。･‥

　　踊Ｓ吋加に咄咄s ( Pers.) Ames　ネジバナ（モジズリ）　校舎周辺の芝地に多い。昭和38

　　　　年頃は現在のガラス室群の西端辺りにのみ自生していたものが年々東方向に繁殖してい

　　　　った。

　Zingiberaceae　　　ショウガ科　　　　　　　　　　　　　　＼

　　Ｃαｎ?iageneralis Bailey　ハナカンナ　農場棟の北の草地，西門附近など数個所で繁殖。栽培

　　　　植物の逸出であろう。　　　　　　　　　　・　　　１　　。　１　　　　１

　　肌心咄飢ｍ coronarium Koen.ハナシャクシャ，（ジンジャー）　西門近くの草地で繁殖。

　　Ｚ緬がbeｒ　ｍｉｏｇａ(Thunb. ) Roscoe　ミョウガ，ガラス室周辺などに見られるが，実験植物の

　　　　逸出したもの。

　|「idaceae　　　アヤメ科

　　Belamcanda chinensis { Linn.) D Ｃ.･ヒオオギ　４号館西，職員宿舎南の草地で繁殖。年々

　　　　個体数が増加する。　　　　　　　　尚之

　　友行aponica Thunb.シャガ　雑木林中で見られる。

　　所りsudoacorus Linn.キショウブ　西門附近に多数繁殖。

　　S叫咄咄turn atlanticum Bickn.ニワゼキシE,ウ　芝地の各所に普通。　　　4I　　　　I

　　7血加に９（･smaeflora Lemoine　ヒメヒオオギズイセン　西門附近など３個所で多数繁殖。

　Amaryllidaceae　　　ヒガンバナ科　　　　　　　　　　　　　　　，

　　Crinum asiaticum Lirin.var, jap回心琲 Baker　ハマオモト（｡ハマユヴ）　職員宿舎横の道路

　　’　横の草地でかなりの個体が繁殖。　　　　　　　　　ダ

　　£■ycorisra加加（じHerrit.) Herb.ヒガンバナ（マンジュシャゲ）　各所の芝地或は道端の

　　　　草地に多数繁殖し，年々飛び離れた所に新しく増えていくが，その繁殖径路は不明であ

　　　　るo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j　　　　　　　　　　　　　●　●

　　Lycoris sanguinea Maxim.キッネノカミソリ　旧農学科棟の北側で少数個体自生していた

　　　　が，改築の際消滅。　　　　　　　　　　　　　　　　卜　●●　●，

　　ＮａｒciｓｓｕｓtａｚｅttａLinn.var. chin・sis Roem.｡，スイセン　職員宿舎寄りの道路沿いの草地で繁

　　　　殖。栽培植物の逸出による。　　　　　　　　　　　　゛　　●，　　　　ゞ●　　I

　　Zゆhyranthes Candida Herb.タマスダレ　道路沿い坏）草地に多卜。
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　Ｚゆhyranthes carinata Herb.サフランモドキ　西門附近の道路沿いの草地で‘かなりの個体が

　　　自生する。･

Dioscoreaceae　　　ヤマノイモ科　　　　　　　　　　　　　･‥

　Diosc･jrea japonica Thunb.ヤマイモ（ヤマノイモ，ジネンジョウ）雑木林中，厚生会館北

　　　の築山及び農場周辺で見られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

Liliaceae ” ユリ科

　Alect。rurus Yedoensis ( Maxim.) Makino　ケイビランj旧農学科北側で自生していたが改築

　　　工事により消失。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥

　A Ilium graがRegel　ノビル　各所に多数分布する。　　　ｊ

　　　　　　　　　■　　　　　　ふ　　　　　　　　　　　■　¶　　　　　　　　　　　　　ｌ　AlHum tuberosum Rott＼.ニラ　実験植物の逸出。ガラス室やビニールハウスの周辺の草地

　　　で見られる。

　扮�心α凹面n Engler　ハナニラ（セイヨウアマナ）　栽培植物が逸出。｀昭和47年頃には

　　　かなり繁殖していたが，スィバやカモジグサなどが被うようになり，消失。・

　Heloniopsis ori四姐is ( Thunb. ) Tanaka var.μａｖida(Nak. ) Ohwi　シロバナショウジョウ

　　　バカマ　旧農学科北側のやヽ湿った所で自生していたが，校舎の改修に’より消滅。

ルmerocallisかIva Linn, var, kwanso Regel.ヤブカンゾウ（オニカンゾウ）道路沿いの草

　　　地及び芝地に数個所で見られる。

　Ｈｅｍｅｒocalliｓ　fｕlｖｏLinnvar. 四回a ( Makino ) M. Hotta　ハマカンゾウ　車庫附近の道路沿

　　　い及び職員宿舎横で繁殖。

　LiliｕtｎX formolon即hort.　シンテッポウユリ｀昭和38年頃に栽培のものが逸出。現在では

　　　拡範囲にかなりの個体数が分布し，２ｍを越える大きな個体もある。最初の中はテッポ

　　　ウユリに近いものもあったが，最近はタカサゴユリの形質の強いものが多くなった。

　加ium japonicum Thunb.ササユリ　栽培植物が逸出。昭和55年より開花し３年後に消滅。

　Ｌtliｕｍｌａｎｃｉ/oliｕｍＴｈｕnb.オニユリ　県道13号線に沿った土手で多数開花個体が見られる。

　LiｒｉｏｐｅｂｌａtｙtiKｙＵａWang et Tanq.ヤブラン　ハチク林内で見られるが少ない。

　Metana付船ｃ紬m 114切―viride Maxim. Jギラン　雑木林横の道路端で見られたが，最近見ら

　　　れなくなった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　ヽ

　Ｏtｉｈｉｏｂｏｅｏｎｊａｂｏｎｉｃｕｓ(Linn. fil.) Ker―Gawl.ジャノヒゲ（リュウノヒゲ）　旧農学科校舎

　　　の改築の際消失。現在では，職員宿舎南の道路端などで見られる。

　Omithogalum corymbosum Ruiz et Pav. オーニソガラム・コリンボスム’栽培のものが逸出。

　　　１号館横に離れて２個所で繁殖。アサファルトの割れ目から生えているものもある。

　八力ｇ回心tm odoratum ( Mill.) Druce var. pluriflorum ( Mig.) Ohwi　アマドコロ　斑入の栽

　　　培植物が逸出。職員宿舎横の道路端で見られる。　‘　　　　　ｉ

　＆仇ａ nonscripta Hoffm. et Link　シラー・ノンスクリプタ　栽培植物が逸出。゛ ４号館北の竹

　　　林横の草地で10株程繁殖し,･栽培種は花色が空色のものが白色から濃青色，ピンクなど

　　　形質が分離して昭和48年頃より野生化し七しヽ･たが，昭和59年整地のため消滅した。

　Scilla scilloides ( Lindl.) Druce　ツルボ　車庫横の砂地で繁殖。最近ではその近くの芝布内

　　　にも見られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　Triりrtis affinis Makino　ヤ々ジノホト才ギス　･職員宿舎近くの土手の北側･のやや湿った所

　　　に数株が群生。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”

Juncaceae　　　イグサ科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　”●’　　　‘

　Juncus effusus L. var. d雨加ens Buchen.イ（トウシンソウ）　年により水路中で見られる。
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　ﾉ14・us tenuis Wi】】d.クサイ（シラネイ）’いたる所に多い。

　Luzula capitata ( Mig.) Mig.スズメノヤリ（スズメノヒエ）　芝地内に多い。

Pontederiaceae　　　ミズアオイ科　　　　　　　　。｡　　　　　　　　　　　・　。

＆じhhomia crassipes Solms　ホテイアオイ’水路に進入してくるもので，人の手により除去

　　　され消滅しては又，繁殖を繰り返す。　　　　　　　　　　　　　　　＝

　Monochoria四知lallis ( Burm. fil.) Presl var.flantｄｇｉｎｅａ{Roxb.)Solms-Laub.コナギ（ミ

　　　ズナギ）　農場の水田内に繁殖している。

Commelinaceae　　　ツユクサ科

　Commelina ｌ･飢顧alensisLinn.マルバッユクサ　各所に多い。

　Commelina cひ??1??n4臨Linn.ツユクサ（ツキクサ）　各所で見られるが，マルバッユクサは

　　　ど多くない。

　ＰｏＵｉａ　iatｉｏｎｉｃａＴｈｕnb.ヤブミョウガ　雑木林の北端で繁殖６･　　’　　　　　　　　　・

　Tradescantia flumiensis Veil. Vハカタカラ･クサ’（ドキワツ,ユクサ）　雑木林の北側で見ら

　　’れる０　，　　　●　　　，　　　　　●

Lemnaceae　　　ウキ･クサ科　　　　　　　レ・　　　　　　：　，。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　訥心出夕御心za ( Linn. ) SchleidバLemna Rolyrhiza L. )ウキクサ貯水地，水田で見

　　　られる。

Araceae サトイモ科

Acorns calamus Linn, var. angustatus Bess.　ショウブ　４号館北側の水路内で繁殖していた

　　が，コンクリートで水路が改修･された際消失。それより移植したものが厚生会館北の池

　　端で育っている。　　　　　　　　　　　　　’

Pinelliaなmaは(Thunb.) Breitenb.カラスビシャク（ハング）　個体数は少ないが各所で

　　見られる。

Pinelliaなmata ( Thunb. ) Breitenb. forma atrobureaバMakino ) Ohwi｡ムラlサキハング　北

　　側の境界のブロック塀に沿った草地内で見ら,れるが，極く=少ない。

Palmae　　　ヤシ科

　Trachcarpu丿り心姐( Hook.) H. Wer!dl　シュロ北側のハチク林中に自生。個体数は多く

　　　ない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

Cyperaceae　　　カヤツリグサ科　　　　　　　＼　　　　　　　・

　Ｃａｎ?エ細心ulmis R. Br.アオスゲ　農場北の草地な｡どで見られる。　　　　　　　　，

　ＣａｒｅｘｄｉｍｏＴｆｅＨｏｌｅｉｎｓSteud. アゼナルコスゲ　４号館北側の水路端などで見られる。

　Carex doniana Spreng　シラスゲ　農場西側の草地などで見られる○･，’　　‘

　ａ９ズがbba Wahlenb.マスクサスゲ（マスクサ），各所に多い。

　ＣａｒｅχidｚｕＴｏｅｔFranch.et Savat.ウマスゲ　農場周辺などで見られる。，∧

　Carex ischnostacりa Steud.ジュズスゲ　雑木林周辺など最近ふえてきた。

　ＣａｒｅｘiatｉｏｎｔｃａThunb.　ヒゴクサ･農場周辺で犀られる。ト，

　ＣａｒｅｘｌｅｎtａD.Don　ナキリスゲ　センダン並木の道路端などに自生ふ

　ＣＯＴＣＸΥｏｃｈｅｂｎｍｉｉFranch.et Savat. ヤブスゲ　雑木林など樹木下で見られる。

　ＣａｒｅｘＴｕｇａtａOhwi　クサスゲ　犀場北側草地ぐ），やや凹地となって湿っな芝地で見られる。

　ＣａｒｅｘtＴａれｓｕｅｒｓａBoott　ヤワラスゲ　所々で見られる。

　Ｃｙj)ｅＴｕｓｃｏｍtｉｒｅｓｓｕｓLinn.クグガヤツリ　食堂周辺の草地など,・昭和56年頃より見られるよ

　　　引こなった○　　●　　　　　，　’●。●　　●’　　　１
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　Ｃｙｂｅｍｓｃｖｔieｒoideｓ(Linn.) 0.･kuntze　イヌクグ（クグ，アオクグ）

　Cyperus di加rmis Linn.タマガヤツ’ﾘ　農場の水田で見られる。

　Cyperus皿加sus Allioni　アゼガヤツリ　農場の水田沿いに見られる。

　Cyperuパ痴Linn.コゴメガヤツリ　畑地，芝地などに自生。

　Cyperus microiria Steudン　カヤ,ツリグサ　各所に多い。

　CyPerus･orlhostacりus Franch. et Savat. ウシクグ　食堂周辺の芝地，草地などで見られる。

　Cyperus rot朗心s Linn.ハマスゲ　農場から雑木林にかけての道路沿いの草地。

　Cyperus serotinおRottb.　ミズガヤツリ　農場の水田の周辺に自生。

　Cyperu丿飢祠ポca Steud.ヒメガヤツリ（ミズハナビ）　農場周辺などに点在する。

　£切咄咄s kuroguwai Ohwi　クログワイ　農場横の水路中に自生。

　ＲｍＭ御臨心ｄぼoma ( Linn.) Vahl　テンツキ　林学科の圃場，畑地などで見られる。

　勾自知brevifolia Rotthﾝsubsp.leioleinｓ(Fr.et Sav. ) T. Koyama　ヒメクグ　農場の畑地な

　　　どで見られる。

　＆i7加行回心面s Roxb. subsp.　ｈｏtａｒｕi（Ohｗi）Ｔ.Ｋｏyａｍａ　ホタルイ　各所で見られる。

ＳｃｉＴｊｍｓtｎｑｕｅtｅｒLinn.･　サンカクイ　昭和59年農場の水路端に出現。

Gramineae　　　イネ科

・Achnatherum夕･ekinense:･( Hance) Ohwi　ハネガヤ　昭和59年農場の牧草地沿いに出現。　，

　Agropyrm ciliare ( Trin.) Franch. var. minus ( Mig ) Ohwi　アオカモジグサ･各所に分布。

　Aeropyron tsukushiense ( Honda ) Ohwi var. £ransiens ( Hack. ) Ohwiカモジグサ　各所に

　　　多い。

　Agro勿ran. tsukushiense { Honda ) Ohwi var. tsukushiense Ohwi　オニカモジ　昭和57年宿舎

　　　のブロッこク塀沿いの草地で数株発見。

　ﾉ1即･stis alba Linn.コヌカグサ　西門近くの野地などで見られる。

　Agros心clavata Trin. ｖａr』14ね1･Ｑ‘Ohwi　ヌカボ　芝地,’道路端などに自生。

　Agrostis nigra･With.ク･ロコヌカ･グサ　昭和55年頃,より４号館南の芝地に出現。

　A lopecurus ag即品s Sobol. var. a。z町。sis ( Komar.) Ohwi　スズメノテッポウ　各所に多い。

　ﾉ1帥･scums japonicus Steud.セトガヤ　車庫の洗車場近くの芝地に昭和55年頃゛より出現。

　Andropogon virginicus Linn.メリケンカ･ルカ’ヤ｀　昭和60年農場の道路端に出現。

　Anthoxanthum･od'oratu。t Linn.ハルガヤ　農場の牧草地周辺で見られる。

　/1ボiraxon hiポdus Makino　コブナグサ　各所に多いい・

　Arundinella hi心( Thunb.) C. Tanaka　トダシ八　西門附近,･農場の道路沿いで見られる。

　　　昭和58年頃より急増した。　　　　　　　　→　　‥　　　　　●

　Arund dmax Linn. ･var.Ｄｅｒｓｉｃｏｌｏｒ(Hill.)Stokes　セイヨウダンチクー（斑入種卜職員宿舎附

　　　近に昭和38年頃より増殖している。おそらく栽培植物の逸出。’

　A venaかtua Linn.カラスムギ　年により出現するが，１～２年で消滅。

　Avena sativaL'inn.オートムギ（マカラスムギ）ヘ年により出現するが･2’年程で消滅。栽培

　　　植物の逸出。

　＆じkmannia syzi即chne ( Steud. ) Fernald　ミノゴメ（カズノ･コグサ）農場の水田周辺に

　　　多い。　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　Ｉ

　£庇a maxima Linn. コバンソウ　栽培植物の逸出。　’　　･･　　　　　し

　刀庇αボi回７Linn. ヒメコバンソウ（ズズガヤ）　各所に分布。　　･｡

　析加us catharticus Vahl　イ ヌムギ全域に多い。
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Bromus commu£atus Schrad.ムクゲチャヒキ　農場北側の草地に自生。

Bromus j砂onicus Thｕnb.スズメノチャヒギ　道路沿いの草地で見られる。

Bromus U�orum Linn.ウマノチャヒキ　昭和57年頃放牧場周辺部に出現。

Coix lacrymaづobi Linn.ジュズダマ（トウみギ）水路沿いの草地に多い。

（:佃�凹加ctylon ( L.) Persoon　ギョウギシバ　農場周辺部に自生する。

加晦心がomerata Linn.　カモガヤ　放牧場周辺の草地で見られる。昭和56年頃より出現。

Digiはria sa外即咄咄s ( L.) Scopoli　メヒシバト各所に多い。

Digita庇£unorensis ( Kunth ) Balansa　コメヒシパ各所に多い。

£）捨仏庇函1に作s Link　アキメヒシバ　各所に多い。

Echinochloa cms一galli Beauv. var. caudata Kitagawa　ケイヌビエ（クロイヌビエ）　農場の

　　水田に多い。　　　　　　　　　　　　　-’

£chinochloa c4ｓ一即Hi ( Linn.) Beauv. var. crus^即μi　イヌビ再　農場の水田で普通に見ら

　　れる。

£臨sine indica ( L.) Gaertner　オヒシバ･,草地に多い。

£ragrostis cilianensis ( Allioni) Vignolo―Lutatレスズメガヤ（オオスズメガヤ）’実験圃場

　　。の周辺部。

£ragrostis curvula { Schrad.) Nees　シナダレスズメガヤ　昭和54年より４号館南の芝地に

　　出現。

£ragrostisルm4がnea { Thunb.) Beauv.カゼクサ道路沿いの草地で見られる。

£ragrostis muUicaulis Steud.ニワホコリ　芝地で見られる。

£遍ｇ回心加山a ( L.) Beauv.オオニワホコリ　，道路沿いの草地に多い。

ＥｒａｇＴｏｓtiｓtｉｏａｅｏｉｄｅｓP. Beauv. ex Roem. et Schult. コスズメガヤ　道路横の草地で見られる。

EｒｉｏｃＫｌｏｄ　mlloｓａ(Thunb.) Kunth　ナルコピエド農場の道路端に自生する。

几stuca pa�gluma Steud. トボシガラ　雑木林周辺などで見られる。

Hordeum vulgare Linn. var.HeｘａｓtｉｃＫｏｎAschers.オオムギ　栽培植物の逸出。

加加心a cylindrica ( L.) P. Beauv. var. Koenigii ( Retz.) Durand et Schenz　チガヤ（ツバナ，

　　フシゲチガヤ）　各所に多い。

Leptochl必ぷ,。tsis ( L.) Neesアゼガヤ　農場の水田周辺で見られる。

Lo1仏祖hｙbｒidｕｍHausskn,ネズミホソムギ　４号館酉の道路端などでネズミムギやホソム

　　ギなどと混生していたが最近見られなくなった。

LoliｕｍｔｎｕltｉｆｌｏｍｍLamarck　ネズミムギ　各所に多い。

Lolium per四回Linn.ホソムギ　放牧場の道路端などで見られる。

A仙ｇ由加nm V伽仇ea ( Trin. ) A. Camus var. polystachyum ( Franch. et Sawat. ）Ohｗi　アシ

　　ボソ　雑木林で見られる。

肌sａ以hus sinensis Anderss.ススキ　各所に多い。

Miscanthus sinensis Anderss ｖａr･gracillimus Hitchぐ。イトススキ　昭和60年より小動物実験

　　室近くの草地に出現。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:｡

のlismenus回心latifolius ( Ard. ) Roemer et Schultes ｡チヂミザサ（ケチヂミザサ）雑木

　　林周辺で見られる。　　　　　　　　　　　　　　　△

Panicum bisulc比4m Thunb.ヌカキピ　昭和55年頃よりよく見られるようになった。

7）ａｓｔalｗ竹tdilatａtｕmPoir.シマスズメノヒエ･草地に多いJ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぞ　　　７　　　』几珈11・臨配漏ｍ Linn.キシュウスズメノ七工（カリマタスズメノヒエ）　昭和58年より
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　　農場内の道路端に出現，年々繁殖し自生地が広まっている。

ＰａｓｆｃａｌｕｍれＯtａtｕｒnFlugge Bahia grass. バビア・グラ｀ス　　　　　　’Ｉ　　　　　，一

几spalum thun加加i Kunth　スズメノヒエ　芝地内に多い。　　　尚

几spalum urvillei Stend. タチスズメノヒエ　各所で多い。

Pennisetum alopecuroides ( L.) Spreng　チカラシバ　道路端の草地に多い。

几alaris a。<tdinacea Linn.クサヨシ　水路沿いで見られる。昭和55年頃より出現。 ・

Phal出石９�・sis Linn.カナリークサヨシ（カナリヤクサヨシ，ヤリクサヨシ）　昭和63

　　年職員宿舎横の草地に出現。

Phragm伽口ommunis Trin.　ヨシ　農場横の草地２個所で見られるが少ない。

ＰＫｙlloｓtａｃＫｙｓ　ｎｉｇｒａ(Loddiges ) Munro var. li飢回is ( Bean ) Stapf.ハチク　雑木林の２個

　　所で竹薮を形成。

戸・ａacroleuca Steud.ミゾイチゴッナギ　道路横の草地に自生するが少ない。

Poa acroleuca Steud. var. subm。iliformis Honda　タマミブイチゴッナギ

Poa annμa Linn.スズメノカタビラ　各所に多いら

Poa pratensis Linn.　ナガハグサ　道路横の草地で見られる。

戸田ボl回心回心 Trin.イチゴツナギ（ザラツキイチゴツナギ）　農場の道路端などでよく

　　見かけられる。

？ｓ£加i比s Linn.オオスズメノカタビラ　農場の水路横の草地に自生。

Polypogonか即X Steud.ヒエガエリ　畜舎横の草地に自生する。

Polypogon m回車Hensis ( L.) Desf.ハマヒエガエリ　農場横の草地に自生6　　　｡

Sacciolepis indica ( L.) Chase var. oryzetorum ( Makino ) Ohwi　ヌメリグサ　農場の水田。

Setariaか1･eri Herrm.　アキノエノコログサ’各所に普通に見られる。

＆旨血がauca ( L.) Beauv.キンエノコロ　各所に多い。

S心ria pa Hideづusca ( Schumach. ) Stapf et C. E. Hubb.コツブキンエノコロ　農場の道路

　　端に自生。

S心血×pycnocoma Henr. ex Nakai　オオエノコログサ（アワ×エノコログサ）車庫北側

　　の草地に多い。　　。　　　　　　　　　　　　　　　１　　　●　　　　　　　　　　　　「

Ｓ心ria viridis ( L.) Beauv.エノコログサ（ネコジャラシ）　全囲の草地に普通。

Sorghum bicolor Moench　モロコシ（モロコシキビ，タカキビ）″農学部北側に隣接する農

　地より年により逸出してくる。

励･yrobolusμrtilis ( Steud.) W. Clayton　ネズミノオ　４号館南の芝地に多数自生。

Themeda triandta Forssk. war. japonica ( Willd.) Makino　メガルカヤ（カルカヤ）運動場

　　西端の草地に毎年出現。

Ｔ庇必14。1 aestiヽｍ Linn　コムギ　年により自生地が移動する。

Trisetum bifidum ( Thunb.) Ohwi　カニツリグサ　草地の所々で見られる。

Ｚｅａ�ａｙｓLinn. トウモロコシ　実験植物の逸出。年により出現するがその都度１年で消滅。

Zoisia j砂onica Steud.　シバ　裸地に多い。

Zoisia t・uifolia Willd.　コウライシバ　裸地の所々に自生。芝布地からの逸出。

　Alismataceae　　　オモダカ科

　　＆φ心血pygmaea Mig. ウリカワ　農場の水田中に普通。

Gymnospermae　　　裸子植物亜門

　Podocarpaceae　　　マキ科
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(Thunb.) Zoll. et Ｍ‘oritzパナギ　職員宿舎の南の林中に多数自生。

　ツテッ科　　　　　　　　　　　　‥　　　　　　　ｌ　‥　　　い‥●

　　Cycas rev心なThunb.ソテツ　１号館南の築山のソテツの大株の周辺に多数が自生。人に

　　　　より持ち去られることが多い。　　　　‘ブ　　　　　　　･｡　　　　　　　”

Pteridophyta　羊歯植物門　　　　　　　　　　一丿　　　　　　　　‥，

　Polypodiaceae　　　ウラボシ科　　　　　　ノ　　　ｒ･１‘　　Ｉ“’　　　ｓ　｀中　　’1　　1，

　　Lepisoms thu功ergianus Kaulf. ノキシノブ　各所のクスノキ，。センダンいソメイヨ｀シノなど

　　　　の幹に多く見られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　，ヤ　　＜

　　Pyrrosia I細即a (Thunb.) Farwell　ヒトッバｉカナリーヤシの幹に繁殖していふ。

　Aspleniaceae　　　チャセンシダ科　　　　・　　　　　　　・。　犬　　　　　　　･ヽ。・

　　お片品tm incisum Thunb. トラノオシダ　防空壕入口附近の劈面に自生する。

　　ＡｓpleniｗｍｏｌｉｇｏｂＫＵｂ仏祖Baker　カミガモシダ　栽培のものから逸出,づしかし３年程して周

　　　　辺の雑草が繁り出し消滅。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ

　Blechnaceae　　　シシガシラ科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●　　:7●，

　　Blechnum nit･回山奥( Kunze ) Makino　シシガシラI　排水路に沿って未利用地の路肩部にか

　　　　・なり｡繁殖していたが，排水路の改修工事によりコンクリート化してからは｡殆んど見ら

　　　　れなくなった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ●　　　し

　　Woodwardia oriのitalisSwarty･　コモチシダ　栽培植物より逸出。ガラス室附近に３株自生し

　　　　ていたが，除草の際抜き去られ消滅。　　　　　　　　　　・　いい，

　Gleicheniaceae　　　，ウラジロ科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム●

　　･£Xcran咄咄･linearis ( Burm. fil.) Underw△ゴシダ万農場の南西の境界近くで見られる。

　Aspidiaceae　　　オシダ科　　　　　　　　　　　”　　。，

Cyclosorus acuminatus ( Houtt.) Nakai

Ａtｈｙｒiｕｍ　i･aponicum( Thunb.) Copel.

Onocヵo sensibilis Linn. コウヤワラビ

　　られなくなった。　　　　　　　へ

ホシダ　雑木林周辺で見られる。　　　　、

シヶシダ　各所に多い。　　／　　　　‥

雑木林周辺部に群生していたが;整地により最近見

　　　　　　゛　ｉ　。゛ＪＩ●ゝ‘!。、　　　　｀

　Ｐｋａ叫sKlebiafoTtｕｎｅｉ(J.Smith ) Copel.ヤブソテ’ヅ　雑木林中の２個所にあったものは筏

　　　採により消滅，．しかし最近裏門横の並木の下に見られるようになった○･･　　.;

Davalliaceae　　　，シノブ科●　　　　　　　　　　　　●に　　　　　　　　　　ノ　　　‥　‥‥

　Davallia ma庇細Moore　シノブ　昭和51年頃より3｀号館南のガナリフ,ヤシの幹に着生繁殖

していたが,:昭和60年頃に誰か人の手によ･り･取り｡去られた。 ’〆

Ｎ印加letｎｓ　ａｕ反吐xtａ｡( L.) Trimen　タマシダ　1ガラス室南の雑木林横に自生する･が，おそ

　　らく栽培のものが逸出したのであろう。尚，大学より西方或･は北東に4デSkm離れた丘

　　陵地では多数自生している所があ｡るので｡風による胞子の飛来も考え｡らlれなぐはない。

Reridaceae ワラビ科

Dennstded｡Ha hifsuta (.Swartz ) Mett.イヌシダ」1号館南の石垣に見ら･れる。l　　y.

０砂咄咄??ly砂匹i㎝m ( Thunb,) Kunze　タチシノブー雑木林横で見られたが整地によ｀り消滅。

Pteridium aguilinum ( L:) Kuhn var. latiusculum ( Desv:）･･Underwブワラ､ピ･､昭和40年頃よ

り図書館横の築山と車庫横の芝地で繁殖を続けているト !．･;･･ｊ．ｙ：ｊ‘･ ，

PtｅｒiｓｃｒｅｌｉｃａLinn.オオバノイノモトソ.ウ　昭和54年より厚生会館の北側に自生○．　’･

既心cretica Linn, var. alb､旅姐ａ Hort. ex Hook, vツザガシダ∇ラン類の植木錐に生､えて

いたものより逸出したものと思われる。 ｊ。マ
………11.:.’､.’;r･･:･1／ｑ
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　ＰtｅｒiｓdiｓｂａｒKunze　アマ｡クサシダ　雑木林横に白亜。　　　・。　　　　尚　　　･･

　/)tｅｒiｓｍｕltt/idaPoir.　イノモトソウ　個体数と,してはそれ程多くないが，各所の日陰の弔つ

　　　　た所に見られる。　　　　１　。　　。　　　　｀　１１●　　ｊ　　ｌ　　　　　●　　Ｉ　Ｆ　●●　　●

　ｊ)加西5vitほほLinn.・モ,エジマシダ　栽培植物からの逸出。ガラス室附近で数株が昭和51年よ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　　　●１　　　　　　　　　　Φ　　●　　　　÷　　　　り繁殖を続けていたが昭和56年の寒波により絶滅したj

　S鉢四回t友りhinensis ( L. ) Maxon　小ラシノズ　昭和40年頃は旧農学科北側で多く見られ

　　　　たが，校舎の改築により絶滅，現在は図書館南の旧防空壕入口附近｡などでい,くらか見ら

　　　　れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥

Schizaeaceae　　　カニクサ科　　　　　　　　　　　　　　　　＼

£.ygodium iaponi･cum { Thurib. ) Swartz 一カニクサ　校内各所で見られる。

Ophioglossaceae　　　ハナヤスリ科　　　　　　　　･｡一　　　　。＝

　○鉢陶画ｓａｍ前加㎡ａｍ Miyabe et Kudo　コバナヤスリ｀　正｀門近･くの芝布内に多数繁殖して

　　　いたが，昭和50年頃より芝地に大型り雑草が繁殖し始めてから見今れなくなってしまっ

　　　た。

Equisetaceaeレ　･トクサ科

　Equisetum ａ,ｎ回申Linn.･　スギナ　いたる所に繁殖し，春先きには各所で「つくし」が林立

　　　する。

　Equisetum hyemale Linn.　トクサ　職員宿舎で栽培されていたものからの逸出。

　Ｅｑｕtｓｅtｕｍ　ｂａｌｕｓtｒｅLinn.　イヌスギナ　旧農学科の北側に自生していたが校舎の改築以来殆

：１　．　んど見られなぺなった．　　　　｀･　　Ｉ　，″Ｉ,．゜¶　　　．　　　　　　゜ｉ　　　　　ｌ　．･

　･丿抑や尚叩mpissimum Desf. .var.japonicum Milde　イヌドクサ,月和40年頃までは玄関正面

｜ ’ 1

の築山､の周辺部で琴ら坏ただけであったが、最βでは各所了多数繁殖している。

要 約
　
‥

　高知県南国市に所在する高知大学農学部構内に自生する顕花植物｡｡裸子植物及びシダ植物につい

ての調査を行った。その結果，昭和38年より昭和63年の間に，校内に自生したことが確認された高

等植物は，双子葉植物　60科, 218属, 322種，１亜種，36変種，９品種；単子葉植物　15科，92属，

138種，２亜種，20変種；裸子植物　２科，２属，23種，１変種；シダ植物　10科，20属，23種，

１変種の計87科, 332属, 485種，３亜種，57変種，９品種の他，未同定４種と，平野部にある１大

学構内としては予想以上の多くの植物が,かつて生存し，現在生育していることが明らかとなった。

　特に最近10年程の間に，数多くの種が新しく校内に出現してきたのが目立った。その中には２～

３年で見られなくなったものも多かったが,逆に急速に分布を広げているものもかなり認められた。

この近年の校内における野生種の急増は，農学部構内に肉牛の放牧場が昭和49年に造成され，飼料

作物の種子が多量に播かれるようになったこと;校内各所で芝布が造成され，その際の客土中に種

子が混入されてきたこと;職員や学生のマイカー族の急増による遠隔地からの種子の搬入などが，

種の侵入に大きく影響しているものと考えられた。
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Plate l － 12. Wj】d plants on the campus of Kohchi University. PL. 1. Taraxacum albidum Dahlst.

　　　　　　　forma sulfureum ( H. Koidz.) Kitam., PL. 2. Tetrapanax papyriferum K.Koch, PL. 3.

　　　　　　　Viola verecunda　A. Gray, PL. 4. Geraれlum cμ細細ianu??t　Linn., PL. 5. Sper

　　　　　　　anensis Linn., PL. 6.Miｒabiliｓ　jalajｘiLinn｡PL. 7. Cu㎝面S ??leloLinn., PL. 8.

　　　　　　Rubus trifidus Thｕnb･, PL. 9. Citullus vul即心Schrad., PL. 10. Lycoris radio心

　　　　　　　( L'Herrit ) Herb, forma alba. PL. 11. Iriぶ夕sudoacc･ｓ5Linn., PL. 12. Sisyrinchiu。t

　　　　　　　ａtｌａｎticｕmBickn.｡
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